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令和元年第３回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和 元年 ９月１２日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 元年 ９月１２日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

副 町 長 佐 藤 英 代 消 防 長 中 田 義 之

総 務 課 長 本 前 武 広 病 院 事 務 長 田 辺 知 行

まちづくり推進課長 加 藤 慶 一 教 育 長 近 藤 英 隆

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 教 育 次 長 岡 野 喜美雄

税 務 課 長 中 山 裕 幸 教育委員会事務局参事 佐 藤 修

町 民 課 長 佐 藤 剛 選挙管理委員会書記長 本 前 武 広

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 代 表 監 査 委 員 大 澤 栄 一

健 康 推 進 室 長 野 澤 明 子 監 査 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

産 業 振 興 課 長 對 馬 政 宏 農業委員会事務局長 對 馬 政 宏

建 設 課 長 神 野 隆 之

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

議 事 係 長 増 田 理 恵

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町長行政報告

日程第４ 議案第１号 長万部町森林環境譲与税基金条例

日程第５ 議案第２号 長万部町印鑑条例の一部を改正する条例

日程第６ 議案第３号 町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

日程第７ 議案第４号 長万部町手数料条例の一部を改正する条例

日程第８ 議案第５号 長万部町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

日程第９ 議案第６号 長万部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例

日程第10 議案第７号 長万部町特定教育・保育及び特定地域型保育に係る利用者負担に関

する条例の一部を改正する条例

日程第11 議案第８号 長万部町公共下水道条例の一部を改正する条例

日程第12 議案第９号 長万部町給水条例の一部を改正する条例

日程第13 議案第10号 長万部町立病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

日程第14 議案第11号 長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例

日程第15 議案第12号 山越郡衛生処理組合の解散について

日程第16 議案第13号 山越郡衛生処理組合規約の変更について

日程第17 議案第14号 平成30年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

日程第18 議案第15号 令和元年度長万部町一般会計補正予算（第４号）

日程第19 議案第16号 令和元年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第20 議案第17号 令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第21 議案第18号 令和元年度長万部町ガス事業会計補正予算（第１号）

日程第22 議案第19号 令和元年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第23 議案第20号 令和元年度長万部町病院事業会計補正予算（第１号）

日程第24 報告第１号 令和元年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて

日程第25 報告第２号 放棄した債権の報告について

日程第26 認定第１号 平成30年度長万部町一般会計決算認定について

日程第27 認定第２号 平成30年度長万部町後期高齢者医療特別会計決算認定について

日程第28 認定第３号 平成30年度長万部町国民健康保険特別会計決算認定について

日程第29 認定第４号 平成30年度長万部町介護保険特別会計決算認定について

日程第30 認定第５号 平成30年度長万部町公共下水道事業特別会計決算認定について

日程第31 認定第６号 平成30年度長万部町ガス事業会計決算認定について

日程第32 認定第７号 平成30年度長万部町水道事業会計決算認定について

日程第33 認定第８号 平成30年度長万部町病院事業会計決算認定について

日程第34 同意第１号 長万部町教育委員会委員の任命について
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和元年第３回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長 (豊嶋慎一) 諸般の報告をいたします。

監査委員から６月、７月分の出納検査報告書が提出されましたのでお手元に配付いたしました。

次に、議員派遣結果報告書が各議員から提出されましたのでお手元に配付いたしました。提出さ

れた報告書は、北海道町村議会議長会主催議員研修会および長万部町議会議員研修会であります。

次に、本定例会に議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長、その他執行機関およびそれぞ

れ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において４番大谷議員、６番橋本議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から９月２０日までの９日間にしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から９月２０日までの９日間に決定いたしました。

◎町長行政報告

○議長（辻義雄） 日程第３、町長より行政報告がありますのでこれを許します。

木幡町長。
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〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長（木幡正志） 第３回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。

はじめに、財政関係および消費税について申し上げます。本年度の普通交付税交付額は、７月２

３日に決定されました。普通交付税の算定結果は、基準財政需要額２７億８８８万４,０００円か

ら、基準財政収入額６億４,７３５万１,０００円、調整額２３８万６,０００円を控除した２０億

５,９１４万７,０００円が交付額となり、前年度と比較し０.８パーセント、１,６２２万８,００

０円の減額となりました。

また、本年１０月１日から消費税および地方消費税の税率が８パーセントから１０パーセントに

引き上げられることに伴い、下水道使用料や水道料金等を改定する関係条例の一部を改正する条例

を、本定例会に提案いたしております。

次に、職員の不祥事について申し上げます。はじめに、このたびの本町職員による団体資金等の

横領に対し、町議会をはじめ町民のみなさまに多大なるご心配、ご迷惑をおかけしましたことを心

より深くお詫びを申し上げます。事件の経過は、本年６月２６日に、町が事務局となっている団体

の運営資金に使途不明金が発覚し、本人からの事情聴取および調査の結果、平成３０年５月から令

和元年６月まで、事務担当者としての立場を利用し、団体運営資金および農家等からの徴収した新

聞購読料を横領していたことが判明したものであります。なお、横領した金銭については、それぞ

れ全額返済されております。今回の行為は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、社会

規範が強く求められる地方公務員としてあるまじき行為であり、地方公務員法等に照らし、７月５

日付で懲戒処分として免職といたしました。このたびの行為が、町に対する信頼を大きく傷つける

結果となり、議会をはじめ、町民のみなさまに対し改めて深くお詫びを申し上げますとともに、本

町の行政を管理監督する立場にある者としての責任を重く受け止め、私と副町長の給料を減額いた

したく、条例の一部改正を本定例会に提案いたしておりますので、よろしくご審議のほどお願いを

申し上げます。今後とも、職員一丸となり職務に精励し、町民みなさまの信頼に応えてまいる所存

でありますので、ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。

次に、ニセコバスによる減便提案について申し上げます。現在、本町から黒松内町を経由して寿

都町までの区間は、市町村生活バス路線補助として、本町と黒松内町・寿都町の沿線３町および北

海道により、赤字分を補填しながらニセコバスが２往復で運行しているところであります。このた

び同社より運転手の不足により運行体制が維持できないことから、本年１２月１日のダイヤ改正に

合わせ、１往復を減便したいとの提案がございました。また、本町内での利用実態も一日あたり１

人から２人程度となっていることから、将来的には廃線としたい意向を確認したところであります。

本町といたしましても、著しく少ない利用実態を踏まえ、単年度で３百万円以上となる補助金を

支出している現状と、ニセコバスによる路線バスとしての維持が困難であることから、その費用対

効果も含め減便につきましては、やむを得ないとの見解であります。

この減便による地域住民への影響につきましては、黒松内町から長万部高校への通学では、ＪＲ

利用とスクールバスの延長などにより対応しており影響はございませんが、利用実態が少ないとは

いえ、今後、蕨岱・知来・双葉地区の対策についても検討していかなければならないと考えており

ます。

今後は、沿線３町と道による補助対象路線であることから、ニセコバスも含めた沿線３町と道お

よび札幌運輸支局などから構成される協議会において協議し、沿線自治体と情報共有しながら対応
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してまいります。

次に、東京理科大学関係について申し上げます。本町と大学との地方創生連携事業である再生可

能エネルギーを活用した先進的アグリビジネスプロジェクトにつきましては、引き続き事業計画の

最終年度として、収支の黒字化なども含め自立経営を目指しているところであります。

植物工場では、１棟目のハウスで３作目の収穫が順調に進められており、２棟目は２作目の収穫

が開始され、共に糖度も高く収量も多い状況となっております。販売については、町内出荷は順調

であり、札幌駅にビアガーデンではグランドメニューのピザに採用されたほか、羽田空港での期間

限定イベント「夏の北海道祭」での販売品に採用され好評であったこと、北海道日本ハムファイタ

ーズの選手食としてエンリッチ・ミニトマトが正式に採用されるなど、広く宣伝できる環境も整い

つつあります。その他、商談会などにも積極的に参加しており、道内での取引を中心に販路を確保

されつつある状況となっております。今後も本事業の成功に向け、理科大と連携し取り組んでまい

ります。

また、例年開催されている理科大同窓会によるイベントの理科大ホームカミングデーは、１０月

２７日に神楽坂キャンパスで開催されますが、エンリッチ・ミニトマトのＰＲ販売なども含め、ふ

るさと納税のＰＲを実施してまいります。なお、関連する費用について、本定例会に補正予算を提

案いたしております。

次に、北海道新幹線工事関係について申し上げます。現在、町内では４件のトンネル工事が契約

されており、そのうち２件のトンネル工事が本坑掘削中であります。８月３１日現在で、掘削中の

立岩トンネルのルコツ工区では、本坑５,０００メートルのうち６６９メートルが、また、内浦ト

ンネルの静狩工区は本坑５,５７０メートルのうち４７６メートルが掘削されたところであります。

立岩トンネルの豊津工区については、当初、今秋からの掘削開始を目標としていましたが、工事現

場の安全確保のため斜面防護工を優先することとなった影響により、掘削については、来年度以降

となる見込みであります。豊野トンネルほか工区についても、来年度の掘削開始に向け、施工計画

の準備が進められているところであります。

次に、シャクシャインロード事業の取組について申し上げます。本年４月１９日に「アイヌの人

々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律」が国会で可決・成立し、ア

イヌ民族が初めて先住民と明記されて、アイヌ施策の総合的かつ継続的な実施の支援措置が推進さ

れたことや、北海道においても、白老町に国立アイヌ民族博物館をはじめとした民族共生象徴空間、

愛称「ウポポイ」が来年４月に一般公開される予定になっているなど、近年アイヌ文化への関心が

一段と高まりつつあります。

我が町も、１６６９年にシャクシャインの呼びかけで一斉蜂起したアイヌ軍と松前藩が戦った「シ

ャクシャインの戦い」においても、国縫が最大の激戦地だった歴史的な遺産を有しているところで

あります。このことから、シャクシャイン没後３５０年の今年を契機として、地元地域の歴史と文

化の理解向上を図ることを目的として、アイヌと和人双方に対する慰霊の意を表す旗の製作と、シ

ャクシャインの戦い古戦場跡碑がある国縫から、シャクシャインゆかりの新ひだか町までの慰霊の

旗のリレー、そして、シャクシャインの戦いの歴史講演の３つの取組を進めてきたところでありま

す。旗の製作にあたっては、白老町で実績のあるアイヌ文様刺繍巨大パッチワークを参考に、町内

のアイヌ刺繍チセの会や白老町など官民の協力を得て、６月上旬よりアイヌ刺繍のパッチワークを

町広報やホームページなどで公募し、また、７月には長万部、静狩小学校の授業の中で、更には、
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町民向けのアイヌ刺繍講座をあつまんべで２度開催し、アイヌ刺繍や切り絵の製作に取り組んでき

たところであります。結果として、３か国８都道府県２６市町、合計で約一千枚の応募があり、こ

れをつなぎ合わせて巨大パッチワークによる慰霊の旗を完成することができました。

また、歴史講演については、８月２５日に学習文化センターにおいて「シャクシャイン戦いの中

のクンヌイ決戦」と題し、講演会を開催し、町内外から１３８名の参加をいただいたところであり

ます。更に、慰霊の旗リレーについては、９月７日に、国縫のシャクシャイン古戦場跡碑をスター

トし、９月２３日の新ひだか町ゴールを目標に、経路の自治体とアイヌ協会の協力を得ながら、リ

レーを行っているところであります。

次に、幼児教育・保育の無償化について申し上げます。子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を

図るため、幼稚園、保育所、認定こども園などを利用する３歳から５歳までの子ども、０歳から２

歳までの住民税非課税世帯の子どもの利用料が、本年１０月１日から無償化されます。この無償化

の対象となる町内の施設は、マリア幼稚園、さかえ保育所、いずみ保育園となっております。この

無償化の実施に伴う条例の一部改正および補正予算を本定例会に提案いたしております。

次に、生活環境関係について申し上げます。山越郡衛生処理組合は、昭和４２年２月にし尿に関

する事務を八雲町、長万部町の２町で共同処理するために設立した一部事務組合であります。現在

は、公共下水道や合併浄化槽の普及等により、し尿処理業務が減少するなど社会情勢が大きく変化

するとともに、施設の老朽化が進み更新時期にあったことから、令和２年度より各町の下水道で処

理する汚泥処理施設共同整備事業により処理することで事業を進めております。経費の節減と業務

の効率化を図るため、令和２年３月３１日をもって山越郡衛生処理組合を解散することについて、

本定例会に提案をいたしております。

次に、農業関係について申し上げます。家畜の主たる飼料作物の牧草は、８月１５日現在の生育

状況調査では、２番草収穫作業が順調に推移しており、サイレージ用とうもろこしの生育状況は、

７月の好天から８月は不順な天候が続いておりますが、おおむね平年並みに推移しております。

生乳生産量は、１月から７月までの５,７９０トンを出荷し、前年に比べ７１トンの減となり、

乳代は５億３,４０７万円で、前年に比べ５６万円の減となっております。

黒毛和牛の１月から７月までの販売頭数は１８１頭で、販売金額は１億２,２１５万円となって

おり、前年同期と比較して販売頭数は７頭の増となり、販売金額は７９７万円の増となりました。

次に、林業関係について申し上げます。町有林一般造林事業下刈事業の共立地区２３ヘクタール、

静狩地区１７.０５ヘクタールは７月１０日に完了し、春植分の共立地区３ヘクタールについても

７月３１日に完了しております。また、森林整備センターとの分収造林事業の下刈事業は、豊津・

豊野地区２２.１６ヘクタールを７月１６日に完了しております。道営事業で進めている森林基幹

道豊津・黒岩線の林道整備事業は、６月１３日に着手しております。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。今年はヒグマやキツネ、エゾシカなどに加えて、

特定外来生物であるアライグマの出没も見られる状況であり、鳥獣被害防止対策協議会と連携し、

今後もヒグマなどの有害鳥獣による人畜および農林業等への被害を防止し、住民の生活安全を図っ

てまいります。

次に、漁業関係について申し上げます。漁業関係全体の１月から７月までの水揚げ実績は、約２

０億円と前年同期と比較し、約２１億円ほど大幅に減少しております。このうち、ホタテ貝の生産

量は６,４５７トンで、前年同期と比較し約７,８５６トン減少しており、水揚げ実績では、約２２
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億円の減となっております。ホタテ貝の生産量が減少した要因として、記録的な成育不良やへい死

の影響があり、生産量が大きく減少したためと考えられております。ホタテ貝養殖漁業における地

場採苗の状況は、６月から投入した採苗器には、多くのホタテ貝種苗が付着しているのが確認され

ており、しかし、付着したばかりの種苗は最も弱い時期でもあり、慎重な取り扱いが必要となりま

すので、各関係機関と連携を図り、生育動向を注視してまいります。長万部漁業協同組合では、近

年、変動の大きい生産状況となっているホタテ貝養殖漁業の安定化を図るため、今年度も仮分散後

の大きめの種苗を試験的に管外より移入する事業を本年１０月以降、全ホタテ養殖漁家を対象に行

うこととし、従来の移入方法よりも経費が増大となることを踏まえ、昨年度に引き続き、町へもそ

の費用の一部について補助要望がありましたので、本定例会へ補正予算を提案しております。北海

道が事業主体として、水産物供給基盤機能保全事業で行う老朽化した長万部漁港の保全工事は、今

年度から本工事が施工開始されております。また、昨年度に引き続き、静狩漁港防砂堤新設工事が

施工されております。同じく、北海道が事業主体となり、漁村再生交付金事業にて行う国縫漁港内

船揚場改良工事についても、今年度より施工が開始される予定になっております。

次に、商工観光関係について申し上げます。本町の商工観光振興の一環として実施されておりま

す「おしゃまんべ毛がにまつり」は、６月２９、３０日の開催となりました。気温が１８度前後と

肌寒い中、町民のみなさまはもとより、町外からも大勢の来場があり、約２万人の来場をいただき、

お宝もちまき、毛がに早食い競争をはじめとする各種イベントで大いに盛り上がりました。販売用

毛がにの数量確保は、豊漁ではありましたが、道内各地での不漁の影響もあり単価が下がりきらず、

予算の都合上購入数量に限りがあったため、関係機関と検討を重ね、毛がに格安販売を日曜日のみ

とすることで、販売数量を確保することができました。

長万部商工会では、商工会員の経営の安定化や経営の改善等を図るため、昨年、商工業者経営改

善等支援事業要領を策定し、本年はすでに２４件の申し込みがあり、１５件を採択しております。

長万部駅舎内に設置されております観光案内所では、長万部町を訪れる多くの観光客のみなさん

への町内観光地の情報提供や、長万部温泉、二股ラジウム温泉の案内、飲食店や販売店の紹介等、

積極的な観光アピールを行うとともに、特産品の販売を行っております。また、この６月から新た

に、長万部観光協会をはじめ、長万部温泉利用協同組合、新函館農業協同組合長万部支店など、町

内主要団体を構成する「長万部町観光地域づくり協議会」を立ち上げ、国庫補助の農山村振興交付

金を活用し、農泊を中心に、通過型観光を滞在型観光への転換を図る事業実施体制の構築を行うた

め、長万部町が事務局となり活動をはじめております。

合宿誘致事業は、長万部温泉利用協同組合が積極的に誘致活動に取り組んでおり、今年度４月か

ら中学・高校の約７０の団体が、剣道・柔道・バスケットボールなどの多種目にわたり合宿を行い、

延べ２,１３０人が宿泊されました。

飯生神社で開催された祭典事業につきましては、荒天により８月１０日から翌日の１１日に延期

されましたが、大勢の観客が集まり、２,５００発の花火により会場は大変盛り上がりました。

次に、建設関係について申し上げます。建築事業では、昨今の住宅政策の転換、長万部町の各種

計画、総合戦略および策定後の諸条件の変化を反映したうえでの公営住宅の建替、維持保全を目的

とした、長万部町住生活基本計画及び公営住宅長寿命化計画策定業務委託について、令和２年３月

１３日までの工期で業務実施中であります。また、町営住宅神社下団地非常灯外交換工事につきま

しては、工期内に完成をしております。その他、各公共施設や町営住宅の修繕工事については、計
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画的に実施しております。

公園事業では、ふれあい公園第２キューピクル更新工事が９月２０日までの工期で実施中であり

ます。

土木事業では、長万部中央跨線橋の高欄が腐食、欠損している部分について、これを補修する工

事を９月２４日までの工期で実施しております。土木事業のうち河川関係では、茶屋川地区の普通

河川に堆積した土砂を除去するための、普通河川千島川維持工事を１０月３１日までの工期で、ま

た、流水により崩落した護岸を復旧する普通河川南栄川修繕工事を９月１３日までの工期で、それ

ぞれ実施しております。また、国の社会資本整備総合交付金事業を活用して実施する、橋りょう長

寿命化のための知岱橋修繕工事を１２月２０日までの工期で、同じく国の交付金を活用する長万部

町橋りょう点検調査業務委託を、令和２年１月３１日までの工期でそれぞれ発注いたしました。橋

りょう点検につきましては５年に１度の点検が法令により義務づけられているもので、今年度は町

道橋７８橋のうち２４橋の点検を実施いたします。

道路維持関係では、１１月１５日までの工期で実施しております、町道中山大通線外舗装補修工

事をはじめ、その他の道路、側溝等の維持作業については、計画的に実施中であります。

次に、公共下水道事業について申し上げます。終末処理場の汚泥脱水機ケーキホッパー重量計外

修繕工事および２号溶存酸素計交換修繕工事は、８月２７日にそれぞれ完了しております。

次に、ガス事業について申し上げます。ガス本支管改良工事の電気防食工区は、令和２年１月３

１日までの工期で施工中であります。また、天然ガス事業関係での天然ガス及び温泉湯送管入替移

設工事は、１１月２９日までの工期で施工中であります。

次に、水道事業について申し上げます。静狩地区３号取水井浚渫工事は８月１３日に、長万部地

区ろ過機ろ材交換工事は９月３日に、それぞれ完了しております。

次に、病院事業について申し上げます。町立病院関係では、理学療法士１名を８月に採用し、医

療体制の充実を図っております。現在は、主に入院患者のリハビリを行っておりますが、順次、外

来患者にもリハビリを提供してまいります。今後とも、町民のみなさまの健康維持と健全経営に向

けての病院運営に努めてまいります。

次に、消防関係について申し上げます。今年８月３１日現在の火災件数は５件で、うち建物火災

が２件、野火が２件、車両火災が１件となっております。救急件数は出動１７４件、搬送人員は１

６７人で、急病が８５件、交通事故が１４件、一般負傷が１６件、その他転院搬送などが５９件で、

うち、ドクターヘリによる搬送は７件となっており、前年同期と比較し救急件数が２５件減少して

おります。

７月６日、令和元年度渡島地方消防総合訓練大会が長万部中学校グラウンドにおいて開催され、

２市９町１６消防団から６７８人の消防団員が参加し盛大に挙行されました。

また、８月４日には、おしゃまんべ消防フェス２０１９を消防庁舎前において開催し、大人から

子どもまで約２００名の来場者が消防車両の体験乗車や消火器の操作などを体験され賑わいまし

た。

消防車両の過積載および車両重量の超過につきましては、該当車両の積載水量や積載資機材を調

整したほか、函館運輸支局において自動車検査証に係る車両重量の変更登録を完了しております。

終わりに、本定例会に提案した議件は、条例の制定や一部改正、各会計補正予算、各会計決算認

定、教育委員会委員の任命など３１件となっております。議案上程の都度、担当説明員から説明さ
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せますので、よろしくご審議くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。

〔町長(木幡正志)自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で行政報告を終わります。

◎議案第１号 長万部町森林環境譲与税基金条例

○議長（辻義雄） 日程第４、議案第１号長万部町森林環境譲与税基金条例の件を議題といたしま

す。説明員に提案理由の説明を求めます。

對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） ただいま上程されました、議案第１号長万部町森林環境譲与税基金

条例につきまして、提案理由と内容についてご説明いたします。

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律平成３１年法律第３号が、平成３１年３月２９日に

公布され、一部の規定を除き同年４月に施行され、市町村および都道府県が実施する森林の整備お

びその促進に関する施行の財源として、森林環境譲与税が設立され、令和元年度より譲与がはじま

ります。当該譲与税の使途については、法律の規定により適切な方法により公表しなければならな

いものとされており、また、単年度では全額を活用しなかった場合は、翌年度以降に繰り越すこと

とされております。そこで、この法律に基づき適正に当該譲与税を管理し、森林の整備に関する施

行の財源に充てるため、新たに長万部町森林環境譲与税基金条例を定めるものであります。

第１条は設置で、長万部町における間伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や、普及啓

発の森林整備およびその促進に必要な事業に要する経費の財源に充てるため、長万部町森林環境譲

与税基金（以下「基金」という）を設置するものであります。

第２条は積立額で、基金として積み立てる額は国から長万部町に譲与される森林環境譲与税の額

に基づき、予算において定める額とするものであります。

第３条は管理で、基金に属する現金は金融機関への預金、その他最も確実かつ有効な方法により

保管しなければならないものであります。

第４条は運営金の処理で、基金の運用から生じる利益および基金を原資とする事業によって発生

する収益は、一般会計の収入、歳入歳出予算に計上して、この基金に編入するものというものであ

ります。

第５条は基金の処分で、基金は第１条に規定する事業に要する経費の財源に充てる場合に限り、

その全部または一部を処分することができるものであります。

第２項は、前項の規定により基金を使用する場合はその金額を一般会計の歳入に繰り出し、その

歳出として支出するものであります。

第６条は組替運用で、町長は財政上必要があると認められた場合によるときは、確実な繰り戻し

の方法を機関および利率を定めて基金に属する現金を歳出現金に繰り替えて運用し、または一般会

計の歳入歳出予算の定めるところにより、歳入に繰り入れて運用することができるものであります。

第７条は任用で、この条例に定めるほか基金の管理に関する必要な事項は町長が定めるものであ

ります。

附則は施行期日で、この条例は公布の日から施行するものであります。

以上がただいま上程されました議案第１号長万部町森林環境譲与税基金条例の内容であります。

訂正させていただきます。第３条の「有利な方法」を「有効」と読み間違えました。以上であり
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ます。よろしくご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第２号 長万部町印鑑条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第２号長万部町印鑑条例の一部を改正する条例の件を議題とい

たします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第２号長万部町印鑑条例の一部を改正する

条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、女性活躍推進の観点から、住民基本台帳法施行令等が改正され、令和元年１

１月５日から、申請した方に限り、住民票や個人番号カードに旧氏（過去に称していた氏であって、

その方の戸籍又は除かれた戸籍に記載された記載がされているもの）を現在の氏と併記する取り扱

いが開始されることとなりました。

この改正に伴い、住民票や個人番号カードのほかに、旧氏を併記する申請をした方の印鑑登録証

明書にも旧氏を併記することにするため、条例の一部を改正するものであります。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約して説明いたします。表の左

欄が改正後で右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

１頁をご覧ください。第２条は登録の資格で、文言の整理。

第５条は登録印鑑の制限で、第１項第１号は、旧氏の追加及び条項の変更。同項第２号は旧氏の追加

です。

第６条は印鑑登録で、氏名の定義に、氏に変更があった者にかかる住民票に旧氏の記載がされている場合

及び磁気ディスクについてを追加。２頁をご覧ください。同条第２項は、「磁気テープ」を「磁気ディ

スク」に改めます。

第１２条は登録の抹消で、氏に変更があった者にあっては、住民票に記載されている旧氏を含むを追加す

るものです。

第１４条は印鑑登録の証明で「磁気テープ」を「磁気ディスク」に改めます。

附則として、この条例は、令和元年１１月５日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、議案第２号長万部町印鑑条例の一部を改正する条例についての

内容であります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。
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○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第３号 町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第３号町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第３号町長等の給与に関する条例の一部

を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたび町が事務局となっている団体の運営資金等を横領した職員について、地方公務員法等に

照らし、本年７月５日付で、懲戒処分として免職といたしました。このような不祥事が発生したこ

とに対し、本町の行政を管理監督する立場にある者としての責任を重く受け止め、町長、副町長の

給与の一部を減額するため、条例改正を行うものであります。

条例の改正内容は、新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、下線部分のよう

に、附則に次の１項を追加するものであります。

第４０項として、町長等の給料月額は、令和元年１０月１日から令和元年１０月３１日までの間

は、第２条第１項の規定にかかわらず、同項の規定による額に、町長にあっては１００分の８０、

副町長にあっては１００分の９０を乗じて得た額とする。ここでいう第２条第１項の規定とは、別

表に掲げる町長と副町長の給料月額で、町長が８１万円で、副町長が６５万円であります。したが

いまして、１０月分の町長の給料は６４万８,０００円、副町長の給料は５８万５,０００円となり

ます。

附則として、この条例は、公布の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、議案第３号町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の

内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第４号 長万部町手数料条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第４号長万部町手数料条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第４号長万部町手数料条例の一部を改正

する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、消費税及び地方消費税の税率の引上げに伴い、道から権限移譲された都市計

画法に基づく、開発行為に係る許可申請に対する審査等の手数料および消防法に基づく危険物施設

の設置許可、検査等の審査業務に係る手数料を改めるものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改

正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

都市計画法第２９条第１項または第２項の規定に基づく開発行為の許可の申請に対する審査で、

主として自己の居住の用に供する住宅の建築の用に供する目的で行う開発行為につきまして、１件

につきの手数料の額を、開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき１万５,４００円を１万５,

６００円に、０.１ヘクタール以上０.３ヘクタール未満のとき２万９,４００円を２万９,６００円

に、０.３ヘクタール以上０.６ヘクタール未満のとき５万２,６００円を５万２,９００円に、０.

６ヘクタール以上１ヘクタール未満のとき９万９,１００円を９万９,５００円に、１ヘクタール以

上３ヘクタール未満のとき１４万５,６００円を１４万６,２００円に、３ヘクタール以上６ヘクタ

ール未満のとき１９万２,２００円を１９万２,８００円に。

２頁をご覧ください。６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき２３万８,７００円を２３万

９,４００円に、１０ヘクタール以上のとき３３万４,２００円を３３万５,２００円に改めます。

主として住宅以外の建築物で自己の業務の用に供するものの建築または自己の業務の用に供する

特定工作物の建設の用に供する目的で行う開発行為につきまして、１件につきの手数料の額を、開

発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき２万１００円を２万３００円に、０.１ヘクタール以上

０.３ヘクタール未満のとき３万８,７００円を３万８,９００円に、０.３ヘクタール以上０.６ヘ

クタール未満のとき７万５,９００円を７万６,２００円に、０.６ヘクタール以上１ヘクタール未

満のとき１３万６,３００円を１３万６,８００円に、１ヘクタール以上３ヘクタール未満のとき２

２万１００円を２２万８００円に、３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき２９万４,５００円

を２９万５,４００円に。

３頁をご覧ください。６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき３６万８,９００円を３７万

円に、１０ヘクタール以上のとき５２万２００円を５２万１,８００円に改めます。

その他の開発行為につきまして、１件につきの手数料の額を、開発区域の面積が０.１ヘクター

ル未満のとき９万９,１００円を９万９,５００円に、０.１ヘクタール以上０.３ヘクタール未満の

とき１４万５,６００円を１４万６,２００円に、０.３ヘクタール以上０.６ヘクタール未満のとき
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２１万５,４００円を２１万６,１００円に０.６ヘクタール以上１ヘクタール未満のとき２８万５,

２００円を２８万６,０００円に、１ヘクタール以上３ｈａ未満のとき４２万４,７００円を４２万

５,９００円に、３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき５５万４,９００円を５５万６,５００

円に。４頁をご覧ください。６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき７１万３,１００円を７

１万５,０００円に、１０ヘクタール以上のとき９４万８,１００円を９５万７００円に改めます。

都市計画法第３５条の２第１項の規定に基づく開発行為の変更の許可の申請に対する審査で、１

件につきの手数料を合算したその金額９４万８,１００円を超えるときは９４万８,１００円を、９

５万７００円を超えるときは９５万７００円に改めます。

主として自己の居住の用に供する住宅の建築の用に供する目的で行う開発行為に関する設計変更

につきましては、１件につきの手数料の額を、開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき１,５

００円を１,６００円に、０.１ヘクタール以上０.３ヘクタール未満のとき２,９００円を３,００

０円に、０.６ヘクタール以上１ヘクタール未満のとき９,９００円を１万円に。

５頁をご覧ください。３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき１万９,２００円を１万９,３０

０円に、１０ヘクタール以上のとき３万３,４００円を３万３,５００円に改めます。

６頁をご覧ください。主として住宅以外の建築物で自己の業務の用に供するものの建築または自

己の業務の用に供する特定工作物の建設の用に供する目的で行う開発行為に関する設計の変更につ

きまして、１件につきの手数料の額を、開発区域の面積が０.６ヘクタール以上１ヘクタール未満

のとき１万３,６００円を１万３,７００円に。

７頁をご覧ください。１ヘクタール以上３ヘクタール未満のとき２万２,０００円を２万２,１０

０円に、３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき２万９,４００円を２万９,５００円に、６ヘク

タール以上１０ヘクタール未満のとき３万６,９００円を３万７,０００円に、１０ヘクタール以上

のとき５万２,０００円を５万２,２００円に改めます。

８頁をご覧ください。その他の開発行為に関する設計の変更につきまして、１件につきの手数料

の額を、開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき９,９００円を１万円に、０.３ヘクタール

以上０.６ヘクタール未満のとき２万１,５００円を２万１,６００円に、０.６ヘクタール以上１ヘ

クタール未満のとき２万８,５００円を２万８,６００円に。

９頁をご覧ください。１ヘクタール以上３ヘクタール未満のとき４万２,５００円を４万２,６０

０円に、３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき５万５,５００円を５万５,６００円に、６ヘク

タール以上１０ヘクタール未満のとき７万１,３００円を７万１,５００円に、１０ヘクタール以上

のとき９万４,８００円を９万５,１００円に改めます。

１０頁をご覧ください。主として自己の居住の用に供する住宅の建築の用に供する目的で行う開

発行為に関する都市計画法第３０条第１項第１号から第４号までに掲げる事項の変更につきまし

て、１件につきの手数料の額を、開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき１万２,９００円を

１万３,０００円に、０.１ヘクタール以上０.３ヘクタール未満のとき２万６,９００円を２万７,

０００円に、０.３ヘクタール以上０.６ヘクタール未満のとき５万１００円を５万３００円に、０.

６ヘクタール以上１ヘクタール未満のとき９万６,６００円を９万７,０００円に。

１１頁をご覧ください。１ヘクタール以上３ヘクタール未満のとき１４万３,１００円を１４万

３,６００円に、３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき１８万９,６００円を１９万２００円に、

６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき２３万６,２００円を２３万６,８００円に、１０ヘク
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タール以上のとき３２万９,２００円を３３万１００円に改めます。

１２頁をご覧ください。主として住宅以外の建築物で自己の業務の用に供するものの建築または

自己の業務の用に供する特定工作物の建設の用に供する目的で行う開発行為に関する都市計画法第

３０条第１項第１号から第４号までに掲げる事項の変更につきまして、１件につきの手数料の額を、

開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき１万７,６００円を１万７,７００円に、０.１ヘクタ

ール以上０.３ヘクタール未満のとき３万６,２００円を３万６,３００円に、０.３ヘクタール以上

０.６ヘクタール未満のとき７万３,４００円を７万３,６００円に、０.６ヘクタール以上１ヘクタ

ール未満のとき１３万３,８００円を１３万４,３００円に、１ヘクタール以上３ヘクタール未満の

とき２１万７,６００円を２１万８,２００円に。

１３頁をご覧ください。３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき２９万２,０００円を２９万

２,８００円に、６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき３６万６,４００円を３６万７,４０

０円に、１０ヘクタール以上のとき５１万５,２００円を５１万６,６００円に改めます。

その他の開発行為に関する都市計画法第３０条第１項第１号から第４号までに掲げる事項の変更

につきまして、１件につきの手数料の額を開発区域の面積が０.１ヘクタール未満のとき９万６,６

００円を９万７,０００円に。

１４頁をご覧ください。０.１ヘクタール以上０.３ヘクタール未満のとき１４万３,１００円を

１４万３,６００円に、０.３ヘクタール以上０.６ヘクタール未満のとき２１万２,９００円を２１

万３,５００円に、０.６ヘクタール以上１ヘクタール未満のとき２８万２,７００円を２８万３,５

００円に、１ヘクタール以上３ヘクタール未満のとき４２万２,２００円を４２万３,３００円に。

１５頁をご覧ください。３ヘクタール以上６ヘクタール未満のとき５５万２,４００円を５５万

３,９００円に、６ヘクタール以上１０ヘクタール未満のとき７１万５００円を７１万２,４００円

に、１０ヘクタール以上のとき９４万３,１００円を９４万５,６００円に改めます。

その他の変更につきましては、１件につきの手数料の額１万１,８００円を１万１,９００円に改

めます。

都市計画法第４１条第２項ただし書きの規定に基づく建築の許可の申請に対する審査につきまし

て、１件につきの手数料の額、５万２,４００円を５万２,７００円に改めます。都市計画法第４２

条第１項ただし書きの規定に基づく建築等の許可の申請に対する審査につきまして、１件につきの

手数料の額、３万１,５００円を３万１,７００円に改めます。

１６頁をご覧ください。都市計画法第４５条の規定に基づく開発許可を受けた地位の承継の承認

の申請に対する審査につきまして、その他の場合の、１件につきの手数料の額、１万８,６００円

を１万８,７００円に改めます。

都市計画法施行規則第６０条の規定に基づく都市計画法の規定に適合していることを証する書面

の交付につきまして、１件につきの手数料の額、４,６５０円を４,６６０円に改めます。

１７頁からは、消防法の規定に基づく手数料の改正であります。消防法第１１条第１項前段の規

定による設置の許可で、浮き屋根を有する特定屋外貯蔵タンクのうち総務省令で定めるものに係る

特定屋外タンク貯蔵所及び浮き蓋付きの特定屋外貯蔵タンクのうち総務省令で定めるものに係る特

定屋外タンク貯蔵所につきまして、１件につきの手数料の額を、危険物の貯蔵最大数量が１万キロ

リットル以上５万キロリットル未満のもの１５８万円を１５９万円に、５万キロリットル以上１０

万キロリットル未満のもの１９４万円を１９５万円に。１０万キロリットル以上２０万キロリット
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ル未満のもの２２６万円を２２７万円に改めます。

なお、本町におきましては、現在のところ、今回の手数料改正に係る消防法の規定に基づく施設

はございません。

１８頁をご覧ください。附則として、第１項は施行期日で、この条例は令和元年１０月１日から

施行する。

第２項は経過措置で、この条例による改正後の長万部町手数料条例の規定は、この条例の施行の

日以降に申請を受理するものから適用し、同日前までに申請を受理したものついては、なお従前の

例による。とするものであります。

以上がただいま上程されました、議案第４号長万部町手数料条例の一部を改正する条例の内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第５号 長万部町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第５号長万部町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第５号長万部町災害弔慰金の支給等に

関する条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、災害援護資金の貸付を受けた方が置かれている状況に鑑み、償還免除の特例、

償還金の支払猶予、償還免除の対象範囲の拡大等について必要な措置を講じるため、災害弔慰金の

支給等に関する法律が改正されたことに伴い、本条例を改正するものであります。

改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後、

右欄が改正前、下線部分が改正する内容であります。

目次中「第４章災害援護資金の貸付（第１２条から第１６条まで）」を「第４章災害援護資金の貸

付（第１２条から第１５条まで）、第５章雑則（第１６条から第１７条まで）」に改めるもので、第

１６条を第１７条とする条項の移動および第５章の追加により、目次を整理するものであります。

次に、第１５条第３項を次のように改めます。第３項償還金の支払猶予、償還免除、報告等、一

時償還及び違約金については、法第１３条、第１４条第１項及び第１６条並びに令第８条、第９条

及び第１２条の規定によるものとする。

これは、今回の法律改正により災害援護資金の償還金の支払猶予が新たに規定され、市町村に報
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告等を求めることができる調査権限が新たに新設されたことにより、法律の既存条項が移動したこ

とによる条文の整理であります。

次に、第１６条を第１７条とし、第１５条の次に、次の章名および１条を加えます。

第５章雑則（支給審査委員会の設置）。第１６条災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関する事

項を調査審議するため、必要に応じて支給審査委員会を置く。第２項、支給審査委員会の委員は、

医師その他町長が必要と認める者のうちから、町長が任命する。第３項、前項に定めるもののほか、

支給審査委員会に関し必要な事項は、町長が定める。

これは、法に基づき市町村が災害弔慰金及び災害障害見舞金を支給するにあたり、自然災害によ

る死亡であるか否かの判定が困難な場合などに、医師その他町長が必要と認める者を委員として支

給審査委員会を、必要に応じて設置して調査審議するというものであります。

また、そのほか必要な事項については、町長が別に定めるとするものであります。

附則として、この条例は公布の日から施行する。というものであります。

以上がただいま上程されました、議案第５号長万部町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を

改正する条例についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第６号 長万部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第６号長万部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由

の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第６号長万部町特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案理由

と内容をご説明いたします。

子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を図るため、幼稚園、保育所、認定こども園などを利用す

る３歳から５歳までの子ども、０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもの利用料が、本年１

０月１日から無償化となります。このため、市町村の確認を受けた施設等の利用に関し、新たな給

付制度を創設する等の措置を講じる必要があることから、「子ども・子育て支援法の一部を改正する

法律」が改正され、また、この改正法の施行に伴い、必要な規定の整備を行うため、関係政令が制
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定されたことに伴い、条例の一部を改正するものであります。

議案には、１頁から３０頁までの新旧対照表とともに、１頁から４頁までの一部改正の概要を添

付いたしました。改正の内容につきましては、一部改正の概要により要約してご説明させていただ

きます。

１頁をご覧ください。概要は、左から条文等、改正内容、改正の趣旨等を記載しております。

主な改正の内容は４点になります。１点目は、用語・文言、条項の整理等で、これは、第２条～

第１１条、第１３条～第２１条、第２４条～第２８条、第３０条、第３２条、第３４条～第４３条、

第４６条～第４７条、第４９条～第５２条、附則第２条、附則第３条、附則第５条関係で、改正条

例全般におよびますが、「支給認定」を「教育・保育給付認定」に改める。「支給認定保護者」を「教

育・保育給付認定保護者」に改める。「支給認定の有効期間」を「教育・保育給付認定の有効期間」

に改める等、基準府令の改正等に伴い、用語・文言、条項の整理等、規定の整備を行うものであり

ます。

２点目は定義の追加で、第２条関係であります。改正内容のとおり、「満３歳以上教育・保育給付

認定こども」、「特定満３歳以上保育認定子ども」、「満３歳未満保育認定子ども」、「市町村民税所割

合算額」、「負担額算定基準子ども」についての定義を新たに定めるものであります。

３点目は、食事の提供に要する費用の取扱いの変更で、第１３条第４項関係であります。改正の

趣旨等の欄をご覧ください。

幼児教育・保育の無償化に伴い、小学校就学前子どもに関する副食費の提供に要する費用につい

て、特定教育・保育施設(市町村が施設型給付の支給対象施設として確認する幼稚園、保育所、認定

子ども園)又は特定地域保育事業者(小規模保育事業者）、２頁をご覧ください、（家庭的保育事業者、

事業所内保育事業者、居宅型保育事業者)において、教育・保育給付認定保護者から支払を受けるこ

とができる費用とするものであります。ただし、年収３６０万円未満相当世帯の子ども、改正条文

中では市町村民税所得割合算額を基準として規定しておりますが、所得階層にかかわらず、第３子

以降の子どもの副食費の提供に要する費用、また、満３歳未満の子どもの食事の提供に要する費用

については除くとするものであります。

なお、条例では、第３子以降の子どもの副食費の提供に要する費用を除くと、国の基準のとおり

改正といたしましたが、第２子で、これまで多子世帯保育料軽減により負担のなかった世帯が、新

たに副食費の負担を求めることにより、実質的に負担が生じることのないよう、町独自に別途措置

を講じることとしております。

３頁をご覧ください。４点目は、市町村長が認めた場合における連携施設の確保義務の緩和、免

除で、第４２条第２項、第３項、第４項、第５項、第８項関係であります。

改正の趣旨等をご覧ください。特定地域型保育事業者は、利用乳児に対する保育が適正かつ確実

に行われ、特定地域型保育事業者による保育の提供の終了後も満３歳以上の児童に対し必要な教育

又は保育が継続的に提供されるよう、連携を行う保育所、幼稚園又は認定子ども園を適切に確保し

なければならないとされておりましたが、国の基準において緩和措置が拡充されたことから、町長

が認めた場合における連携施設の確保義務の緩和、免除について規定を追加するものであります。

追加する規定の内容は、特定地域型保育事業者による代替保育の提供に係る連携施設の確保が著

しく困難であると認める場合であって、１点目、特定地域型保育事業者と代替保育を提供する者と

の間で、それぞれの役割分担及び責任の所在が明確化されていること。２点目、代替保育を提供す

る者の本来の業務の遂行に支障が生じないようにするための措置が講じられていること。の条件を
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満たす場合、連携先を小規模保育事業者又は事業所内保育を行う者(特定地域型保育事業を行う場所

において代替保育を提供する場合は、町が小規模保育事業Ａ型事業者と同等の能力を有すると認め

る者)から確保することを可能とするものであります。

次に、町長は、特定地域型保育事業者による卒園後の受皿の提供を行う連携施設の確保が、４頁

をご覧ください。著しく困難であると認めるときは、卒業後の受皿の提供を行う連携先を、企業主

導型事業に係る施設、地方自治体が運営費を支援等を行っている認可外保育施設のいずれか(入所定

員が２０人以上であって町長が適当と認めるものに限る。)から確保することを可能とするものであ

ります。

また、３歳以上の児童を受け入れている保育型事業所内保育事業所のうち、町長が適当と認める

ものについては、卒園後の受皿の提供を行う連携施設の確保を不要とするものであります。なお、

特定地域型保育事業所は当町にはございません。

附則として、この条例は令和元年１０月１日から施行する。というものであります。

以上がただいま上程されました、議案第６号長万部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の内容であります。よろしくご審議のほ

どお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第７号 長万部町特定教育・保育及び特定地域型保育に係る利用者負担に関する

条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第７号長万部町特定教育・保育及び特定地域型保育に係る利

用者負担に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を

求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第７号長万部町特定教育・保育及び特

定地域型保育に係る利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容をご

説明いたします。

ただいま議案第６号で説明いたしました提案理由と同様の理由により、本条例の一部を改正する

ものであります。

改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後、

右欄が改正前、下線部分が改正する内容であります。
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第３条中「支給認定保護者」を「教育・保育給付認定保護者（満３歳未満保育認定子どもに係る

教育・保育給付認定保護者に限る。）」に改めるものであります。

附則として、この条例は令和元年１０月１日から施行する。というものであります。

以上がただいま上程されました、議案第７号長万部町特定教育・保育及び特定地域型保育に係る

利用者負担に関する条例の一部を改正する条例についての内容であります。よろしくご審議のほど

お願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

１１時２０分まで休憩いたします。

１１時０８分 休憩

１１時２０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第８号 長万部町公共下水道条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第８号長万部町公共下水道条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第８号長万部町公共下水道条例の

一部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、消費税等の税率が「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革

を行うための消費税法の一部を改正する等の法律」等により、令和元年１０月１日より８％から１

０％に変更となるため、条例の一部を改正するものでございます。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の

左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容でございます。

別表１（第１９条関係）で下水道使用料の税込金額の改正ですが、一般用の基本料金は、１,２

９６円を１,３２０円に、超過料金は、１６２.０円を１６５.０円に改めます。

次に浴場用の基本料金は、１万２,６３６円を１万２,８７０円に、超過料金は、１２４.２円を１２

６.５円に改めます。

附則として、第１項は施行期日で、この条例は、令和元年１０月１日から施行するというもので

ございます。
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第２項は、経過措置として、使用料の確定日が月の途中となるため、９月より継続して使用して

いる場合は、１０月分の消費税が、旧税率の８％で、１１月分より消費税は新税率の１０％になる

というものでございます。

以上がただいま上程されました、議案第８号長万部町公共下水道条例の一部を改正する条例につ

いての内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第９号 長万部町給水条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第９号長万部町給水条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第９号長万部町給水条例の一部を改

正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、前号議案と同様に、消費税等の税率が令和元年１０月１日より８％から１０

％に変更になることから、条例の一部を改正するものでございます。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の左

欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容でございます。

別表第１（第２６条関係）で、水道料金の税込金額の改正でございます。まずメーター口径の税

込金額の基本料金で、メーター口径１３ミリメートルの基本料金は１,４６８.８円を１,４９６.０円

に、口径２０ミリメートルの基本料金は３,７１５.２円を３,７８４.０円に、口径２５ミリメートル

の基本料金は５,５７２.８円を５,６７６.０円に、口径３０ミリメートルの基本料金は９,２８８.０

円を９,４６０.０円に、口径４０ミリメートルの基本料金は１万８,５７６.０円を１万８,９２０.０円

に、口径５０ミリメートルの基本料金は３万７,１５２.０円を３万７,８４０.０円に改め、この区分ま

での超過料金は、それぞれ１平方メートルにつき１９４.４円を１９８.０円に改めます。

次に、浴場営業用の基本料金は１万３,３９２.０円を１万３,６４０.０円に、超過料金は１２９.６

円を１３２.０円に改めます。臨時用の基本料金は３,８８８.０円を３,９６０.０円に、超過料金は２４

８.４円を２５３.０円に改めます。

次に消火栓の基本料金は、４０ミリメートル以下は１,１２３.２円を１,１４４.０円に、５０ミリ

メートル以下は１,７８２.０円を１,８１５.０円に、７５ミリメートル以下は３,８６６.４円を３,９
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３８.０円に改めます。

次に２頁をご覧ください。附則として第１項は施行期日で、この条例は、令和元年１０月１日か

ら施行するというものでございます。

第２項は経過措置としまして、水道料金の確定日が月の途中のため、９月より継続して使用して

いる場合は、１０月分の消費税は旧税率の８％で、１１月分より消費税は新税率の１０％になると

いうものでございます。

以上がただいま上程されました、議案第９号長万部町給水条例の一部を改正する条例についての

内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１０号 長万部町立病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第１０号長万部町立病院使用料及び手数料条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

田辺病院事務長。

○病院事務長（田辺知行） ただいま上程されました、議案第１０号長万部町立病院使用料及び手

数料条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の改正の内容は、消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴い、各種使用料及び手数料を

改正するとともに、現在使用されていない使用料の区分を整理するため、条例の一部を改正するも

のであります。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の左

欄が改正条文で、右欄が現行条文となります。

右欄中現在使用していない、３寝具等消毒料および８電話料は削除し整理いたしました。

別表第１、使用料の税込金額の改正であります。１死体検案料の金額は１万８００円を１万１,

０００円に、４病衣料の金額は７５.６円を７７円に、５付添寝具料の金額は２１６円を２２０円

に、６付添等給食料の金額は３６７.２円を３７４円に、８店舗使用料の金額は１万８００円を１

万１,０００円に。

２頁になります。１２特別室料の金額は１,６２０円を１,６５０円に、２,１６０円を２,２００

円に改めます。

３頁になります。別表第２、手数料の税込金額の改正であります。
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診断書料の金額は１,０８０円を１,１００円に 、３,２４０円を３,３００円に、証明書料の金

額は１,０８０円を１,１００円に、要介護・障害程度区分認定主治医意見書在宅者の金額は５,４

００円を５,５００円に、４,３２０円を４,４００円に、施設入所者の金額は４,３２０円を４,４

００円に、３,２４０円を３,３００円に改めます。

附則として、この条例は令和元年１０月１日から施行する、というものであります。

経過措置として、この条例による改正後の長万部町立病院使用料及び手数料条例の規定は、この

条例の施行の日以後の診療等に係る使用料及び手数料から適用し、同日前の診療等に係る使用料及

び手数料については、なお従前の例による。

以上がただいま上程いたしました、議案第１０号長万部町立病院使用料及び手数料条例の一部を

改正する条例についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１１号 長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第１１号長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１１号長万部町ガス供給条例の一

部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、前８号議案等と同様に、消費税等の税率が令和元年１０月１日より８％から

１０％に変更となるため、条例の一部を改正するものでございます。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の左

欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容でございます。

別表第２（第２１条、第２３条関係）ガス料金の税込金額の改正で、はじめに３、料金表Ａの（１）

基本料金でございますが、１,１３４.００円を１,１５５.００円に、（２）基準単位料金は４１０.

９４円を４１８.５５円に改めます。次に、４料金表Ｂの（１）基本料金は１,８３６.００円を１,８

７０.００円に、（２）基本単位料金は３５２.５１２円を３５９.０４円に改めます。

次に２頁をご覧ください。５の料金表Ｃで、（１）基本料金は、４,８６０.００円を４,９５０.０

０円に、（２）基準単位料金は２９７.２１６円を３０２.７２円に改めます。

附則として、第１項は施行期日で、この条例は、令和元年１０月１日から施行するというもので
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ございます。第２項は経過措置として、ガス料金の確定日が月の途中となるため、９月より継続し

て使用している場合は、１０月分の消費税は、旧税率の８％で、１１月分より消費税は新税率の１

０％になるというものでございます。

以上がただいま上程されました、議案第１１号長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例につ

いての内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１２号 山越郡衛生処理組合の解散について

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１２号山越郡衛生処理組合の解散についての件を議題とい

たします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第１２号山越郡衛生処理組合の解散につい

て、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８８条の規定により、一部事務組合を解散しようとするときは、構成団体の協議

をすることについて、関係団体の各町議会での議決が必要であります。山越郡衛生処理組合は、昭

和４２年２月にし尿に関する事務を八雲町、長万部町の２町で共同処理するために設立した一部事

務組合であります。

現在は、公共下水道や合併浄化槽の普及等により、し尿処理業務が減少するなど社会情勢が大き

く変化するとともに、施設の老朽化が進み更新時期にあったことから、令和２年度より各町の下水

道で処理する汚泥処理施設共同整備事業により処理することで事業を進めております。経費の節減

と業務の効率化を図るため、令和２年３月３１日をもって山越郡衛生処理組合を解散することにつ

いて、協議するための提案であります。

以上がただいま上程されました、山越郡衛生処理組合の解散についての内容であります。よろし

くご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３月３１日をもって解散ということなんですけれども、ここで働い

てた職員等はどのようにお考えですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 人事の関することなんで、まだ正式に決定はしてないんだけども。解散に伴
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って八雲町長等との協議の中で、職員は長万部町に帰属するということになっております。臨時職

員に関してはその対象にはなりません。正職員に関しては、一応３月３１日以降、ただし解体業務

もあるもんだから、全員が１回に戻るということにはちょっとならんかなと。ということでまだそ

の体制づくりについてはもうちょっと時間を要することになろうかと思ってます。ただ、３名のう

ち１名は解散した段階での継承業務を受けて、解体作業を終わるまでは、その業務にあたると。残

りの２名については長万部町に帰属をさせて、そして３月の末、４月１日から新しい業務に就かせ

るということにはなってます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） これもお答えしてもらえるかどうか分かんないんですけど。解体費

用等も結構かかってくるかと思うんですけど、そこら辺の見通しとか、あと、解体していく計画と

いうんですかね、そこら辺も分かってる範囲で結構ですので。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 解体の費用については、八雲町と長万部町で年５,０００万円、そして３年間

で１億５,０００万円の積立をして、そして今回解体の費用についても補助事業を申請できるという

ことが分かってきたので、そこら辺の事情をきちっと事業を乗っけてって、そして補助事業の手当

に合わせて、解体をしていきたいということになってます。ただ、今の段階で１億５,０００万円で

解体できるのか、これが終わってからでなかったら申請できないんです。３月３１日越してからで

なかったら申請ができないので、その段階で解体設計をする段階の金額がはっきり出てくると。た

だし３年間で１億５,０００万円積み込んだというのは、急にぼんと出されても、なかなか財政の伴

うことなので、それで３年前から５,０００万円ずつ組合として議決をいただいて１億５,０００万

円の積立をしてると。そういうことになります。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１３号 山越郡衛生処理組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第１６、議案第１３号山越郡衛生処理組合規約の変更についての件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第１３号山越郡衛生処理組合規約の変更に

ついて、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合は、これを組織する地方公共団体の数
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を増減し若しくは共同処理する事務を変更し、又は一部事務組合の規約を変更しようとするときは、

協議をすることについて、関係団体の各町議会での議決が必要であります。

このたび、組合解散後の事務を円滑に進めるために、組合の解散に伴い承継する事務を現管理者

である長万部町とすることにするため、規約の条文に１条を追加することについて協議するための

提案であります。

内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右

欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第１４条の次に、第１５条として、解散に伴う事務の承継として「組合の解散に伴う事務は、長

万部町が承継する。」を加えます。

附則として、この規約は、北海道知事の許可のあった日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、山越郡衛生処理組合規約の変更についての内容であります。よ

ろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１４号 平成３０年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

○議長（辻義雄） 日程第１７、議案第１４号平成３０年度長万部町水道事業会計剰余金の処分に

ついての件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１４号平成３０年度長万部町水道

事業会計剰余金の処分につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

この剰余金の処分につきましては、地方公営企業法施行令に基づき、減債積立金および建設改良

積立金を取り崩して、自己資本金に組み入れる場合には、一旦未処分利益剰余金として整理し、改

めて処分を行うこととなっております。つきましては、議案中の計算書のとおり、未処分利益剰余

金２,８８６万６,５１０円のうち、減債積立金９５０万円及び建設改良積立金２３０万円を取り崩

し、未処分利益剰余金として整理しております合計１,１８０万円を資本金に組み入れるものでご

ざいます。この処分によりまして資本金残高は８,９０９万４,３９２円となります。

なお、この処分を行うためには、歳入歳出決算認定前に、議会において処分の議決が制度上で必

要となりますので、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。また、残りの剰余金１,７０６万６,５１０円につきましては、平成３０年度の純利益でご
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ざいますので、町条例に基づき減債積立金として処分をしてございます。

以上がただいま上程されました、議案第１４号平成３０年度長万部町水道事業会計剰余金の処分

につきましての提案理由とその内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１５号 令和元年度長万部町一般会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１８、議案第１５号令和元年度長万部町一般会計補正予算（第４号）の

件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１５号令和元年度長万部町一般会計補

正予算（第４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正額は、歳入歳出にそれぞれ３億１,７１７万５,０００円を追加し、補正後の予算総額

を、５２億８,８３６万３,０００円とするものであります。

内容は、補正予算書に添付しております概要により、歳出からご説明いたします。

総務費は９,８３７万６,０００円の追加であります。一般管理費の共済費１９８万円の追加は、

退職手当組合精算負担金で、職員の普通退職等による追加であります。積立金８,８３６万４,００

０円の追加は、財政調整基金積立で、令和元年度普通交付税の確定及び前年度繰越金の一部を積み

立てるもので、この積立をした後の当基金残高見込額は、７億４,１９２万３,０００円となります。

財産管理費、使用料及び賃借料３０万１,０００円の追加は土地借上料。公有財産購入費１０４

万６,０００円の追加は、旧国縫小学校敷地で国縫振興会館の移転に伴い判明した国有地の購入費

用及び既往使用料の計上であります。

企画費、旅費は７２万６,０００円の追加で、葛飾区ふるさと・クリスマスマーケット、地方創

生ＥＸＰＯおよび北海道おしゃまんべ臨時総会の出席等に伴う普通旅費。需用費６万１,０００円

の追加は食糧費で、東京理科大学ホームカミングデーでの特産品ＰＲ用の食材の購入費用。委託料

は３１３万円の追加で、内訳は、ふるさと納税管理システム設定委託が３８万円の追加で、番号法

対応に係るＬＧＷＡＮへの接続改修委託。ふるさと納税業務支援委託が２７５万円の追加で、ふる

さと納税業務の一部を委託するものであります。使用料及び賃借料は１６万８,０００円の追加で、

内訳は、クラウド型システム使用料１１万円の追加が、ふるさと納税管理システム使用料。調理器

具借上料５万８,０００円の追加が、東京理科大学ホームカミングデーでの特産品調理に係るもの。
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負担金･補助及び交付金２００万円の追加は、今年度より北海道が市町村と連携して実施している

移住支援事業、ＵＩＪターン新規就業支援事業への参加による移住支援事業補助であります。補助

対象となるのは、一定の要件を満たす首都圏からの移住就業者および起業就業者で、１世帯あたり

最大１００万円の２世帯分を計上いたしました。

歳入では、１５道支出金、総務費道補助金、ＵＩＪターン新規就業支援事業で１５０万円の計上

であります。

賦課徴収費、償還金・利子及び割引料は６０万円の追加で、予定納税されていた法人町民税の確

定に伴う過年度分過誤納還付金であります。

民生費は４４１万９,０００円の追加であります。児童措置費、負担金・補助及び交付金は４４

１万９,０００円の追加で、子育てのための施設等利用給付負担金で、本年１０月からの幼児教育

・保育の無償化に伴い、認可外保育施設、一時預かり事業、預かり保育の利用についても無償化の

対象となることから、子育てのための施設等利用給付に要する経費について追加計上するものであ

ります。なお、本経費については国庫負担の対象となりますが、現在まで国庫補助要綱が示されて

いないことから、今回、歳入予算は計上しておりません。

衛生費は１億１,１８４万円の追加であります。予防費、委託料１８０万円の追加は、母子保健

情報連携システム改修委託で、母子保健法およびマイナンバー法の改正により、令和２年６月から

妊婦健診、乳幼児検診の情報連携が開始されることから、システムを改修するものであります。

歳入では、１４国庫補助金、衛生費国庫補助金、母子保健情報連携システム改修事業で、７９万

４,０００円を計上いたしました。

ごみ処理費、負担金・補助及び交付金４万円の追加は、ごみ処理ステーション設置補助で、申請

件数の増によるもの。し尿処理施設費、負担金・補助及び交付金４,０００万円の減額は、汚水処

理施設共同整備事業負担金で、ＭＩＣＳ事業における国庫補助要件の変更に伴い、財源内訳が変更

となったことから、下水道事業特別会計への負担金を減額するものであります。

歳入では、２０町債、衛生債、汚水処理施設整備債で、歳出同額の４,０００万円を減額いたし

ました。

病院事業費、繰出金１億５,０００万円の追加は、病院事業会計繰出金で、収支不足分でありま

す。

農林水産業費は９,８４３万８,０００円の追加であります。農地費、負担金・補助及び交付金２

万７,０００円の追加は、北海道土地改良事業団体連合会負担金で、道営農道整備事業費の増によ

るもの。林業振興費、委託料２００万円の増は、森林所有者意向調査業務委託で、森林環境譲与税

の目的に則り未整備森林の解消に向けた施策として、森林所有者へ経営・管理についての意向調査

を行うものであります。

歳入では、１８繰入金、森林環境譲与税基金繰入金で、歳出同額の２００万円を計上いたしまし

た。

工事請負費７３８万８,０００円の追加は、林業専用道蕨岱牧場線新設工事外で、起点位置の変

更等に伴う林業専用道蕨岱牧場線新設工事費の増、および林道双葉共立線について、台風の影響に

より橋脚に干渉している立木の除去を行うものであります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促

進対策事業で６４０万円を計上いたしました。
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負担金・補助及び交付金６５万７,０００円の追加は猟銃免許等取得補助で、猟銃免許試験予備

講習受講料の改定および猟銃免許等取得予定者の増による補助金の追加であります。積立金３９７

万５,０００円の追加は、森林環境譲与税基金積立金であります。

水産業振興費、負担金・補助及び交付金２,０００万円の追加は、ホタテ貝稚貝緊急対策事業補

助で、ホタテ稚貝のへい死および生育不良が多くなる秋以降に、良質な稚貝を移入することにより、

ホタテ貝の生産と漁家経営の安定を図ることを目的に、事業主体である長万部漁業協同組合に補助

を行うものであります。

アイヌ農林漁業対策事業費、負担金・補助及び交付金６,４３９万１,０００円の追加は、ホタテ

稚貝篭等導入事業補助で、近年頻発しているホタテ貝のへい死等による生産率の低下を阻止するた

め、管外より健稚貝を移入し、安定的なホタテ貝生産と漁家経営の安定化を図ることを目的に、稚

貝篭の導入および保管施設等を整備するもので、事業主体である長万部漁業協同組合への補助であ

ります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、アイヌ農林漁業対策事業で、歳出同額の６,

４３９万１,０００円を計上いたしました。

商工費は１１万４,０００円の追加であります。観光費、旅費５万８,０００円の追加は普通旅費、

使用料及び賃借料５万６,０００円の追加は、内訳が、什器借上料が３万９,０００円の追加、ブー

ス使用料が１万７,０００円の追加で、いずれも、いきいきふるさと推進事業助成金対象事業とし

て実施する、観光ＰＲ事業での所要経費の計上であります。

土木費は、３００万円の追加であります。公共下水道費、繰出金は３００万円の追加で、終末処

理場の修理に係る公共下水道事業特別会計繰出金であります。

教育費は、９８万８,０００円の追加であります。保健体育総務費、旅費は８万４,０００円の追

加で、Ｂ＆Ｇ全国教育長・事務担当者会議出席に係る普通旅費の追加。学校給食センター費、需用

費は８５万４,０００円の追加で、経年劣化による自動ドアや調理器具などの修理費用の計上であ

ります。備品購入費は５万円の追加で、ファックスおよび掃除機の故障による買い換えであります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出で説明した分は省略させていただきます。

地方譲与税の森林環境譲与税は３９７万５,０００円の追加で、森林環境税の総額のうち、市町

村においてはその９割を私有林人工林の面積、林業就業者数、人口の割合で譲与されるものであり

ます。

地方特例交付金の地方特例交付金は１７１万５,０００円の追加で、令和元年度交付額の確定に

よるものであります。

地方交付税の普通交付税１億５,９１４万７,０００円の追加は、令和元年度交付額確定により、

増額分を計上いたしました。

繰入金の介護保険特別会計繰入金は２５６万７,０００円の追加で、平成３０年度精算金の一般

会計への繰り入れであります。

諸収入の雑入、市町村防災・減災対策事業推進交付金は１５９万３,０００円の追加で、北海道

市町村振興協会設立４０周年記念特別支援事業による交付金であります。

町債の臨時財政対策債は、普通交付税の確定に伴い７７０万８,０００円を減額計上いたしまし

た。

繰越金は、１億２,０８０万１,０００円の追加であります。
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次に、予算書の４頁をご覧ください。第２表は、地方債補正の変更であります。起債の目的・汚

水処理施設整備及び臨時財政対策の２項目で、変更前２億８,２６０万円を変更後２億３,４８９万

２,０００円に、４,７７０万８,０００円減額し、この表のとおり変更したいというものでありま

す。

以上がただいま提案いたしました、令和元年度長万部町一般会計補正予算（第４号）の内容であ

ります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出から行います。

はじめに総務費８頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

総務費を終わります。

次に民生費、９頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

民生費を終わります。

次に衛生費、９頁から１０頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

衛生費を終わります。

次に農林水産業費、１０頁から１１頁です。質疑ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） １０頁の林業振興費の委託料、森林所有者意向調査業務委託という

ことですけれども、委託先と、それからこの意向調査を聞いた後、どのような結果になるのか。何

のためにこれをやるのかというのをちょっとお聞かせください。

○議長（辻義雄） 對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） 意向調査につきましては、過去１５年間に森林を所有していて、施

工してないという森林所有者に対して、今までの状況だとか、今後の計画等の意向を大まかな部分

で聞いていきます。で、その後集計をしまして、各種補助事業で森林に対する、保護できるもの、

事業ができるものをＰＲしながら、工事というか補助事業としてやっていけるかやっていけないか、

新たな問題があるのか、相続等の問題があるのか、いろんな部分をアンケート調査を集計して、今

後の事業として取り組んでいきたいというふうに考えております。以上です。失礼しました、委託

先は今後検討していきたいと思っております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） １１頁の、アイヌ農林漁業対策事業費の中の負担金・補助及び交付

金なんですけど、その前項でも町から負担金を予定してるんですけど、そのほかに、今の部分でも

またホタテ稚貝、また篭、稚貝の篭だけかこれは。稚貝を買うことには使わないということなので

しょうか。それと、あと内訳をもうちょっと細かく聞きたいです。

○議長（辻義雄） 對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） アイヌ農林漁業対策事業につきましては、大きな部分はホタテ稚貝

篭を、稚貝ではなく篭を１万５,０００連程度で、それを入れる保管施設で、保管施設に入れるため

にホタテ稚貝篭を大きな平もっこ網で囲うために、その網と、それを保管施設に積むためのフォー

クリフトの部分をアイヌ農林漁業対策事業で整備する予定となっております。以上です。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。３回目です。
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○議員（９番 柏倉恵里子） フォークリフトは、過去にも購入している経緯があるんですけれど

も、それでは間に合わないということなんですね。

○議長（辻義雄） 對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） その部分については過去に導入した部分もあるんですけども、耐用

年数が切れてるものもありまして、この部分については新たにこの施設に保管しながら使うという

ふうになっております。以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

長﨑議員。

○議員（５番 長﨑厚） １頁前に戻るんですが、１０頁の農林水産の積立金。森林環境譲与税基

金積立なんですが、先ほどやった条例の中でも説明は受けてるんですが、間伐や人材育成、担い手

の確保、木材の利用などなんですが、その中の木材利用というところで、民間の町民の方々が利用

できるような、そういうような木材を利用するにあたって、補助金とか、そのほかのものがあるの

かどうか。まずそれが１点なんですね。

それと２点目に、この譲与税というのは３９７万５,０００円ですか、これについては今後も同額

のものが交付されてくるのか。

３点目に、２０２４年にこれは環境税という国民に賦課される税ですが、１人あたり１,０００円

というような報道がありました。これについて、１人とはどういうような概念、どういうような意

味を持っているものか合わせて伺いたいと思います。

○議長（辻義雄） 對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） 森林環境譲与税の部分について、今年度に関して３９７万５,０００

円を積み立てて、意向調査をした後、今後森林に直接使えるもの、人材育成に使えるもの、流通に

係るものというのは市町村の方でいろんな補助事業等を検討することができるんですが、現状では

この３９７万５,０００円だけでは事業ができないので、基金として積み立てていき、今後いろんな

部分で木材の公共的利用だとか、民間の利用だとかという部分についても検討をしていく計画とな

っております。

また、森林環境譲与税に関しては、私有林の人口面積、林業就業者数、人口という形の３つでも

って構成されておりまして、このまま推移していくのかという部分については、林業就業者数、人

口については国勢調査等を基準としておりますので、令和３年までについては３９７万５,０００円

の推移でいきまして、その後令和４年から令和６年までは５９６万４,０００円という形で、国勢調

査等の人口によって、変動していく予定となっております。

１人あたりの課税の部分については、課税世帯の市町村が譲与税の部分について課税して、それ

を都道府県に納めるというような形で、課税世帯のみにかかっていく予定となっております。以上

です。

○議長（辻義雄） 長﨑議員。

○議員（５番 長﨑厚） 課税世帯ということは、課税されている１人ひとりにかかるということ

ですか。１世帯、１人なの１世帯なの、それだけ。

○議長（辻義雄） 對馬産業振興課長。

○産業振興課長（對馬政宏） 森林環境税の創設に関して、平成３６年度からの課税というような

部分で、納税義務者に対しては国内に住所を有する個人に対して課税する国税というふうに謳われ

ておりますので、個人住民税と合わせて市町村の方から個人に対して１人１,０００円というふうな
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税率になっております。以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

農林水産業費を終わります。

次に商工費、１１頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

商工費を終わります。

次に土木費、１１頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

土木費を終わります。

次に教育費、１２頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

教育費を終わります。

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに地方譲与税５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方譲与税を終わります。

次に地方特例交付金、５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方特例交付金を終わります。

次に地方交付税５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方交付税を終わります。

次に国庫支出金、５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

国庫支出金を終わります。

次に道支出金、６頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

道支出金を終わります。

次に繰入金、６頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰入金を終わります。

次に諸収入、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

諸収入を終わります。

次に町債、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

町債を終わります。

次に繰越金、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕
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繰越金を終わります。

以上で歳入を終わります。

次に４頁をご覧ください。第２表地方債補正を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

第２表地方債補正を終わります。

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

午後１時まで休憩いたします。

１２時０８分 休憩

１３時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第１６号 令和元年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第１９、議案第１６号令和元年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第

１号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第１６号令和元年度長万部町介護保険

特別会計補正予算（第１号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、主に平成３０年度分の介護給付費精算に伴う額の確定による補正で、歳入歳出に

それぞれ３,５７９万８,０００円を追加し、補正後の予算総額を８億１,４４６万２,０００円とす

るものであります。

それでは、補正予算書に添付いたしております概要により、歳出からご説明いたします。

総務費は６６万円の追加であります。一般管理費、委託料６６万円は、介護報酬改定等に伴うシ

ステム改修委託であります。

歳入では、国庫支出金、事業費補助金、介護保険事業費補助金で３１万円を計上いたしました。

基金積立金は、２,９０３万２,０００円の追加で、介護給付費準備基金積立金へ交付金等の精算

及び繰越金の額の確定により積立するものであります。積立後の当基金積立残高見込額は７,７６５

万２,３３９円となります。諸支出金、６１０万６,０００円の追加であります。償還金の償還金・

利子及び割引料３５３万８,０００円の追加は、介護給付費等の額の確定に伴う過年度分返還金であ

ります。一般会計繰出金の繰出金２５６万８,０００円の追加は、前年度の一般会計からの繰入金を

介護給付費等の額の確定により精算するものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

支払基金交付金、介護給付費交付金６６万円の追加は、過年度分で前年度の精算に伴う追加交付で
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あります。繰越金の繰越金３,４８２万８,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、令和元年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第１号）の内容であります。よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁から５頁

です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１７号 令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第２０、議案第１７号令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１７号令和元年度長万部町公共下

水道事業特別会計補正予算（第１号）の内容について、ご説明をいたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正につきましては、歳入歳出にそれぞれ３００万円を追加し、補正後の予算総額を７億

７,６８９万円とするものでございます。

はじめに、歳出からご説明申し上げます。下水道費３００万円の追加は、終末処理場における各

種機械および装置について、老朽化が激しく修繕が必要な状況となっていることから、需用費の修

理費を追加するものでございます。

歳入では３繰入金、一般会計繰入金で、歳出同額の３００万円を計上いたしました。その他の歳

入の部分では、２国庫支出金、下水道費、国庫補助金４００万円の追加、４諸収入、受託事業収入、

汚水処理施設共同整備事業４,０００万円の減額および５町債、下水道債、下水道事業債３,６００

万円の追加は、ＭＩＣＳ事業における国庫補助条件の変更に伴いまして、財源内訳がそれぞれ変更

となったことから、各歳入科目におきまして追加、減額をするものでございます。

次に、補正予算書の３頁をご覧ください。第２表は地方債補正でございます。起債の目的としま

して、汚水処理施設共同整備事業の限度額を、変更前の４,０５０万円を、変更後の７,６５０万円

に変更したいというものでございます。

以上が、令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）の内容でございます。

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。
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○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁から５頁

です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に３頁をご覧ください。第２表地方債補正を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１８号 令和元年度長万部町ガス事業会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第２１、議案第１８号令和元年度長万部町ガス事業会計補正予算（第１号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１８号令和元年度長万部町ガス事

業会計補正予算（第１号）の内容について、ご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正につきましては、収益的収入及び支出の補正で、職員の昇格に伴う人件費関連予算の

追加で、歳出科目のみの補正でございます。予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、支出

のガス事業費に４８万円を追加し、補正後の支出予定額を１億２,８４０万円に改めるものでござ

います。内訳では、製造費の給料１７万２,０００円、手当１４万円、賞与引当金繰入額５万９,０

００円、法定福利費８万１,０００円、退職給付費２万８,０００円をそれぞれ追加するものでござ

います。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条の収益的収入及び支出は、概要で説明いたしま

したので省略させていただきます。第３条は、議会の議決を経なければ流用することができない経

費で、この経費は職員給与費の合計で、今回の補正に伴い、予算第８条中２,９３７万円を２,９８

５万円に改めるものでございます。

以上が、令和元年度長万部町ガス事業会計補正予算（第１号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。２頁です。

質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第３条議会の議決を経なければ流用することのできない経費を行いま

す。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕
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これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１９号 令和元年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第２２、議案第１９号令和元年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１９号令和元年度長万部町水道事

業会計補正予算（第１号）の内容について、ご説明をいたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正につきましては、収益的収入及び支出の補正で、職員の中途退職に伴う人件費関連予

算の減額、および水道業務に係る人員不足解消のための業務委託予算の追加で、支出科目のみの補

正でございます。

予算第３条に定めた 収益的収入及び支出のうち、支出の水道事業費から３０万円を減額し、補

正後の支出予定額を１億４,３７１万円に改めるものでございます。内訳につきましては、原水費

は委託料３８０万円の追加で、各浄水場３か所およびポンプ場、配水池４か所等の維持管理業務を

委託するものでございます。配水費は、給料２２２万７,０００円、手当９３万円、法定福利費６

３万４,０００円の減額、および総係費の退職給付費３０万９,０００円の減額は、職員給与費に係

るものでございます。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条の収益的収入及び支出は、概要で説明いたしま

したので省略をさせていただきます。

第３条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、この経費は職員給与費の合

計で、今回の補正に伴い、予算第７条中２,７５６万円を２,３４６万円に改めるものでございます。

以上が、令和元年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。２頁です。

質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第３条議会の議決を経なければ流用することのできない経費を行いま

す。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。
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〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第２０号 令和元年度長万部町病院事業会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第２３、議案第２０号令和元年度長万部町病院事業会計補正予算（第１号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

田辺病院事務長。

○病院事務長（田辺知行） ただいま上程されました、議案第２０号令和元年度長万部町病院事業

会計補正予算（第１号）の内容について、ご説明いたします。補正予算の内容につきましては、補

正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出の、収入の補正であります。予算第３条に定めた収益的収入

及び支出のうち、収入で病院事業収益に１００万円を追加し、補正後の収入予定額を６億５,０５０

万円に改めるものであります。内訳では、収入で入院収益９,４００万円の減額は、入院患者数の減

少による減、外来収益５,５００万円の減額は、外来患者数の減少による減、他会計補助金１億５,

０００万円の追加は、入院収益及び外来収益の減額分を一般会計から繰り入れするものであります。

支出の補正はございません。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条は業務の予定量の変更で、年間患者数入院延べ

９,１５０人を６,４７８人に、外来延べ３万７,３５５人を２万９,８８９人に改めるものでありま

す。

第３条の収益的収入及び支出は、概要の中で説明いたしましたので省略いたします。

第４条は他会計からの補助金で、予算第７条中、１億２,０００万円を２億７,０００万円に改め

るものであります。

以上がただいま上程されました、令和元年度長万部町病院事業会計補正予算（第１号）の内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。収益的収入及び支出を行います。３頁です。質疑あ

りませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量および第４条他会計からの補助金を一括して行い

ます。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎報告第１号 令和元年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

○議長（辻義雄） 日程第２４、報告第１号令和元年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比

率の報告についての件を議題といたします。説明員に報告を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、報告第１号令和元年度に公表する健全化判断

比率及び資金不足比率の報告について、内容をご説明いたします。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２条第１項の規定により、令

和元年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率を報告するものであります。

本文をご覧ください。健全化判断比率の欄、左から、実質赤字比率は、標準財政規模に対する実

質収支額の割合で、本町は実質収支額が黒字でありますので、実質赤字比率はございません。括弧

内に記載しておりますが、早期健全化基準は１５％以上であります。

次に、連結実質赤字比率は、標準財政規模に対する全会計の実質収支額あるいは資金不足額また

は剰余額の合計額の割合であります。

平成３０年度の本町の一般会計及び特別会計並びに企業会計のうち、国保会計以外は黒字、ある

いは資金不足比率がなく、国保会計を含めても連結実質収支が黒字であるため、連結実質赤字比率

はございません。早期健全化基準は２０％以上であります。

次に、実質公債費比率でありますが、これは標準財政規模に占める地方債の元利償還金および下

水道などの公営企業債の返済などに充てた繰出金などの割合で、１２.６％の見込みであります。

昨年度は１２.７％でありました。早期健全化基準は２５％以上であります。

次に、将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合で、

４４.１％の見込みとなっております。昨年度は３８.９％でありました。将来負担比率の早期健全

化比率は３５０％であります。

次に下段の、特別会計の資金不足比率でありますが、事業規模に対する資金不足額の割合が資金

不足比率となりますが、公共下水道事業特別会計、ガス事業会計、水道事業会計、病院事業会計の

いずれの会計も資金不足はございません。早期健全化段階になるとみなされる資金不足比率の基準

値である経営健全化基準は２０％以上であります。

以上、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２条第１項の規定によ

りご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって本件の報告を終わります。

◎報告第２号 放棄した債権の報告について

○議長（辻義雄） 日程第２５、報告第２号放棄した債権の報告についての件を議題といたします。

説明員に報告を求めます。
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中山税務課長。

○税務課長（中山裕幸） ただいま上程されました、報告第２号放棄した債権について、長万部町

債権管理条例第１３条第１項および第２項の規定により、次のとおり町の債権を放棄いたしました

ので、同条例第１４条の規定によりご報告いたします。

放棄した事由は、長万部町債権管理条例第１３条第１項第６号に該当し、徴収停止後１年を経過

したのち、なお無資力等の状態にあり、履行の見込みがないものと認められるものおよび同条第２

項の所在が不明のもので、件数７件、金額１９８万３,５７８円で、平成３０年度末をもって放棄し

たものであります。

内訳は、水道事業会計の水道料金、４件で５８万４,８５７円。ガス事業会計のガス料金、３件で

１３９万８,７２１円であります。

以上がただいま上程されました、報告第２号放棄した債権についてのご報告とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって本件の報告を終わります。

◎認定第１号 平成３０年度長万部町一般会計決算認定についてから

認定第８号 平成３０年度長万部町病院事業会計決算認定についてまで

○議長（辻義雄） 次に日程第２６、認定第１号から日程第３３、認定第８号までの８件は、平成

３０年度一般会計、各特別会計、各企業会計の決算認定に関する議案につき、会議規則第３７条の

規定により一括して議題といたします。これより提出者に決算の説明を求めます。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 平成３０年度一般会計及び特別会計並びに企業会計決算説明。

平成３０年度長万部町一般会計及び各特別会計並びに各企業会計決算の認定に付するにあたり、

その概要を申し上げます。

平成３０年度の日本経済は、昨年夏に相次いだ自然災害により、個人消費や輸出を中心に一時押

し下げられたものの、企業収益が過去最高を記録する中で設備投資が増加するとともに、雇用・所

得環境の改善により個人消費の持ち直しが続くなど、好循環による緩やかな回復が続きました。

このような情勢のもと、本町においては、基幹産業であるホタテ養殖漁業の不振等により、自主

財源である町税は、調定額が前年度比６.０％の減、収入額では６.０％減の６億２,１９５万５,０

００円の収入となり、歳入に占める町税の割合は、１２.０％となっております。

また普通交付税は、各項目の単位費用および補正係数の減により、前年度に比較し７,３９５万

３,０００円減の２０億７,５３７万５,０００円となりました。

財源不足を補てんするため特例的に認められる地方債で、後年度全額交付税措置される臨時財政

対策債は、４３７万８,０００円減の１億１,６９５万７,０００円となっております。

平成３０年度における町政の執行にあたりましては、国・地方とも引き続き厳しい財政状況の中、

財政健全化と活力あるまちづくりを目指し、経常経費の節減を図り、住民福祉の向上に努めてまい

りました。

それでは、はじめに一般会計の決算について申し上げます。歳入合計５１億９,２８２万５,００

０円、歳出合計５０億７,２０２万３,０００円で、歳入歳出差引額１億２,０８０万１,０００円の
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剰余金を生じました。歳出の不用額は、１億５３３万円となっております。

次に、各種基金の平成３０年度末現在の残高は、財政調整基金１１億４,３４１万７,０００円、

減債基金９,６０６万９,０００円、地域振興基金１億７,７００万１,０００円、生活交通確保対策

基金３,７９８万１,０００円、まちづくり基金１億５,３０７万５,０００円、地域福祉基金３,８

９４万９,０００円、中山間ふるさと・水と土保全基金５２６万２,０００円、学校教育施設整備基

金１３８万２,０００円、土地開発基金１,７８２万８,０００円、備荒資金１億２,２８２万７,０

００円、以上１０基金の合計残額は１７億９,３７９万４,０００円となっており、前年同期に比較

し、２億５,８３１万９,０００円の減となりました。

次に、主な施策および事業費の概要を申し上げます。総務費では、庁舎整備８９万６,０００円、

地域おこし対策１,１０２万１,０００円、生活交通確保対策事業補助７０６万９,０００円、地方

創生８,０００万円、地域情報化３,７１８万５,０００円、交通安全対策１０８万円、ガス事業採

取供給２,７８３万２,０００円、防災対策１,００２万２,０００円、防犯灯・街路灯整備５１７万

１,０００円、課税データ管理６７５万円、北海道新幹線建設負担金７０万７,０００円、北渡島檜

山４町連携事業負担金９９万６,０００円、東京理科大学環境整備事業補助４５０万円、企画振興

奨励補助７０万円、交通安全指導員協議会補助９０万円。

民生費では、長万部町社会福祉協議会補助１,３８３万１,０００円、地域保育所等補助３７０万

円、多子世帯保育料等軽減補助３３８万６,０００円、老人クラブ運営費補助５４万６,０００円、

地域敬老会補助１８１万５,０００円、社会福祉施設入所者措置４１６万５,０００円、心身障害者

特別対策費１億７,１５１万１,０００円、ひとり親家庭等医療費３０２万２,０００円、乳幼児等

医療費９７２万４,０００円、児童手当５,１９２万円、福祉センター運営１,０４４万７,０００円、

高齢者生活支援４３７万８,０００円、介護予防・生きがい活動支援２５０万５,０００円、在宅福

祉支援２０１万１,０００円、老人福祉バス運行２８４万１,０００円、高齢者生活福祉センター運

営２,１００万円、老人福祉施設補助７２０万円、地域会館等整備１億４,３６８万３,０００円、

老人福祉センター運営５８２万５,０００円、後期高齢者医療特別会計繰出金３,８７３万１,００

０円、国民健康保険特別会計繰出金８,２０６万４,０００円、介護保険特別会計繰出金１億３,７

００万７,０００円。

衛生費では、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,４１５万５,０００円、ごみ処理施設運営１億２,

５４３万４,０００円、下水路整備４７０万８,０００円、し尿処理事業負担金１億２,２５３万９,

０００円、道南ドクターヘリ運行経費負担金２２２万５,０００円、病院事業会計繰出金３億１,０

００万円、水道事業会計繰出金４４３万２,０００円。

農林水産業費では、農業振興３７０万２,０００円、畜産振興３１１万７,０００円、農地振興１,

１３３万６,０００円、公共牧場管理運営２,４５５万円、林業振興６,８０６万５,０００円、分収

造林４,２３３万２,０００円、林道新設改良１,２４９万９,０００円、水産業振興１,２９１万３,

０００円、水産基盤整備４６７万９,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,２４７万７,００

０円、水産振興設備等整備４,７００万円。

商工費では、商工会運営費補助８３０万円、おしゃまんべ毛がにまつり事業補助３５０万円、合

宿誘致事業補助１８０万円、観光振興１,１５６万４,０００円、多目的活動センター運営５９４万

１,０００円。

土木費では、道路橋梁維持２億５,２８０万７,０００円、道路新設改良７,０１３万９,０００円、
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河川維持８６４万９,０００円、都市計画４９４万６,０００円、公園環境整備２,９８４万５,００

０円、町営住宅整備７,３５２万６,０００円、公共下水道事業特別会計繰出金２億３,００１万７,

０００円。

消防費では、消防施設整備３５２万８,０００円。

教育費では、小学校整備４３４万１,０００円、中学校整備９６万１,０００円、町民センター運

営３８９万５,０００円、学習文化センター運営１,６９０万３,０００円、スポーツセンター運営

１,０９３万３,０００円、海洋センター運営２,６１８万９,０００円、学校給食センター運営８,

７４５万５,０００円。

災害復旧費では、道路橋梁災害復旧４６７万６,０００円、河川災害復旧７７７万６,０００円と

なりました。

投資的経費の総額は１６億５,９８６万２,０００円で、歳出総額の３２.７％を占めております。

その他の性質別経費の割合は、人件費８億７,８５７万８,０００円で１７.３％、物件費３億６,

７６２万１,０００円で７.３％、諸費１６億１,３１８万９,０００円で３１.８％、公債費５億５,

２７７万１,０００円で１０.９％となっております。

また、平成３０年度末の起債借入残高は、元金４７億４,９８４万２,０００円、利子１億６,１

２２万９,０００円、合計４９億１,１０７万１,０００円となっており、健全化判断比率である実

質公債費比率は１２.６％、将来負担比率は４４.１％となっております。

次に、後期高齢者医療特別会計の決算について申し上げます。歳入総額は９,９９７万８,０００

円、歳出総額は９,９０２万８,０００円、歳入歳出差引額９４万９,０００円となりました。

歳入は、後期高齢者医療保険料６,００６万２,０００円、使用料及び手数料６,０００円、繰入

金３,８７３万１,０００円、諸収入１０４万１,０００円、繰越金１３万８,０００円となっており

ます。

歳出は、総務費２８１万円、後期高齢者医療広域連合納付金９,６１３万２,０００円、諸支出金

８万６,０００円となっており、３２１万３,０００円の不用額が生じておりますが、これは、予算

現額に対し後期高齢者医療広域連合納付金の減が主な要因であります。

次に、国民健康保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額７億６,２１８万円、歳出

総額８億１,６９４万８,０００円で、歳入歳出差引額５,４７６万７,０００円の赤字となりました。

歳入は、国民健康保険税が１億６,９７６万２,０００円、使用料及び手数料１０万４,０００円、

道支出金５億９４４万５,０００円、繰入金８,２０６万４,０００円、諸収入８０万５,０００円と

なっております。

歳出は、総務費が２,６８３万８,０００円、保険給付費５億１４３万５,０００円、国民健康保

険事業費納付金２億３９万８,０００円、保健事業費１２８万４,０００円、諸支出金２,２９６万

５,０００円、繰上充用金６,４０２万８,０００円となっており、６,３６８万２,０００円の不用

額が生じておりますが、これは、予算現額に対し保険給付費の減が主な要因であります。

平成３０年度において赤字となった５,４７６万７,０００円は、翌年度歳入繰上充用で補てんい

たしました。

次に、介護保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額８億２,９９１万７,０００円、

歳出総額７億９,５０８万９,０００円、歳入歳出差引額が３,４８２万８,０００円となりました。

歳入は、保険料１億３,０４７万６,０００円、国庫支出金２億１５１万３,０００円、支払基金
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交付金１億８,７９４万１,０００円、道支出金１億１,４８７万３,０００円、繰入金１億５,８１

９万４,０００円、サービス収入２０４万７,０００円、繰越金３,４８４万５,０００円、その他分

担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、諸収入で２万８,０００円となっております。

歳出は、総務費２,５６７万７,０００円、保険給付費６億７,６５０万８,０００円、地域支援事

業費５,７２０万円、基金積立金１,４８０万１,０００円、諸支出金２,０９０万３,０００円とな

っており、３,０４６万４,０００円の不用額を生じましたが、その主な要因は予算現額に対する保

険給付費の減によるものであります。介護給付費準備基金残高は、４,８６２万円となっておりま

す。

次に、公共下水道事業特別会計の決算について申し上げます。歳入総額は５億６,２８１万１,０

００円、歳出総額は５億５,５８０万８,０００円で、歳入歳出差引額７００万２,０００円となり

ました。

歳入の内訳は、使用料及び手数料５,８８４万４,０００円、国庫支出金１億３,８７０万円、一

般会計繰入金２億３,００１万７,０００円、諸収入８,０４３万６,０００円、町債４,７７０万円、

繰越金７１１万４,０００円となっております。

歳出では、下水道費３億７,１９４万１,０００円、公債費１億８,３８６万７,０００円となって

おります。

次に、ガス事業会計の決算について申し上げます。年度末ガス需要家戸数は１,０２８戸で、前

年度に比べ３３戸減少となり、ガス販売量は２１万２７８立方メートルで前年度に比べ１万３,２

８７立方メートルの減少となりました。

決算額は、収益的収入１億７２３万３,０００円、収益的支出１億８２５万９,０００円、差引１

０２万６,０００円の損失となりました。この損失を前年度繰越欠損金に加えますと、当年度未処

理欠損金は３億９,０８２万円となります。

収入の内訳は、ガス売上８,７７４万９,０００円、営業雑収益４４４万７,０００円、営業外収

益１,３９５万９,０００円、特別利益１０７万８,０００円、支出では、原料費２,１２２万７,０

００円、人件費３,０６４万４,０００円、その他事業費用４,７４４万７,０００円、営業外費用８

９４万１,０００円となります。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、企業債２,８７０万円、出資金９６０万６,０００円、

支出では、建設改良費３,８４２万６,０００円、企業債償還金２,２７８万１,０００円で、収入支

出差引不足額２,２９０万１,０００円については、過年度分損益勘定留保資金２,００５万５,００

０円と当年度分消費税資本的収支調整額２８４万６,０００円で補てんいたしました。

次に、水道事業会計の決算について申し上げます。年度末給水件数は２,７２６件で、前年度に

比べ１９件の減少となり、年間給水量は５８万９,８９４立方メートルで、前年度に比べ１万８９

６立方メートルの減少となりました。

決算額は、収益的収入１億５,６９９万３,０００円、収益的支出１億３,９９２万７,０００円、

差引１,７０６万６,０００円の利益となりました。なお、前年度繰越欠損金はございませんので、

利益分全額が当年度未処分利益剰余金の一部となり、未処理分利益剰余金のうち、この未処分利益

剰余金１,７０６万６,０００円の処分については、長万部町水道事業の剰余金の処分等に関する条

例により、減債積立金に積立をしております。

収入の内訳は、水道料金１億４,１０５万２,０００円、受託工事収益３２２万９,０００円、そ
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の他の営業収益１６万５,０００円、営業外収益１,２５４万７,０００円、支出では、人件費２,７

０２万２,０００円、受託工事費９１万１,０００円、減価償却費５,０７０万８,０００円、資産減

耗費５９万７,０００円、その他営業費用４,５７１万２,０００円、営業外費用１,４９７万７,０

００円となっております。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、一般会計補助金３８５万６,０００円、工事負担金

は４７０万４,０００円、支出では建設改良費７２３万６,０００円、企業債償還金５,２３６万６,

０００円で、収入支出差引不足額５,１０４万２,０００円については、過年度分損益勘定留保資金

１,２７３万８,０００円、当年度分損益勘定留保資金２,６３１万６,０００円、当年度分消費税資

本的収支調整額１８万８,０００円、建設改良積立金処分額２３０万円及び減債積立金処分額９５

０万円で補てんいたしました。

なお、建設改良積立金２３０万円及び減債積立金９５０万円を取り崩しての未処分利益剰余金１,

１８０万円については、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、議会の議決後に資本金とし

て処分する形になります。

次に、病院事業会計の決算について申し上げます。決算額は、収益的収入５億７,６５８万９,０

００円、収益的支出は６億９００万３,０００円で、３,２４１万４,０００円の赤字となり、当年

度分消費税資本的収支調整額を加えますと、３,２６７万１,０００円の当年度純損失となりました。

この当年度純損失に、前年度繰越欠損金を加えますと、当年度未処理欠損金は４億１,５４４万９,

０００円になりました。

収入の内訳は、入院収益１億１,６４０万７,０００円、外来収益１億１,３５３万３,０００円、

その他医業収益３,２６０万５,０００円、医業外収益３億１,４０４万２,０００円、医業外収益の

うち３億８８７万７,０００円は一般会計からの繰入金となります。

支出では、人件費４億３７５万６,０００円、材料費４,７３６万４,０００円、経費１億２,３６

１万４,０００円、減価償却費２,９９４万１,０００円、資産減耗費１３８万１,０００円、研究研

修費１３２万円、医業外費用１６２万５,０００円となっております。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では負担金が１１２万２,０００円、支出では建設改良費

５６１万９,０００円、企業債償還金５２６万６,０００円で、不足額は当年度分消費税資本的収支

調整額で補てんいたしました。

以上、平成３０年度一般会計及び特別会計並びに企業会計決算の概要を申し上げましたが、監査

委員の決算審査意見書は別冊のとおりであります。認定くださりますよう、よろしくお願いいたし

ます。

ちょっと訂正２か所お願いしたいと思います。２頁目の８行、「ガス事業採取」と申し上げまし

たが、「ガス・温泉採取」の間違いです。よろしくお願いいたします。３頁目、水産基盤整備４６

７万９,０００円と申し上げましたが、４６７万６,０００円に訂正をお願いいたします。大変申し

訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上をもって決算の説明を終わります。

◎決算審査意見報告
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○議長（辻義雄） 続いて監査委員に決算審査意見の報告を求めます。

大澤監査委員。

〔代表監査委員（大澤栄一）登壇〕

○代表監査委員（大澤栄一） それでは、平成３０年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決

算審査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。

第１、審査した会計。

１、平成３０年度長万部町一般会計。

２、平成３０年度長万部町後期高齢者医療特別会計。

３、平成３０年度長万部町国民健康保険特別会計。

４、平成３０年度長万部町介護保険特別会計。

５、平成３０年度長万部町公共下水道事業特別会計。

第２、審査に要した期間。令和元年７月２２日から令和元年８月６日まで。実８日間。

第３、審査の手続き。

審査に付された平成３０年度一般会計・特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に

関する調書および財産に関する調書の決算計数および執行状況の確認を行い、主要事業の各状況に

ついて、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類との照合・確認を行うとともに、関係機関から資料の

提出と説明を求め、その実態の把握に努めながら、確実を期し審査を実施した。

また、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査において、現金および有価証券の残、

計数ならびに領収書の確認など、すでに実施済みのものについては審査を省略した。

第４、審査の結果。

１、審査に付された平成３０年度一般会計・特別会計決算の計数は、それぞれの関係諸帳簿およ

び証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認めた。なお、財産に関する調書の計数についても

審査したが、計数はいずれも正確であると認められた。

２、基金の運用状況については、基金の目的に沿って合理的かつ効率的に運用されていると認め

られた。

３、予算の執行状況については、審査した限りにおいておおむね適正、妥当であると認められた。

第５、決算の概要と意見。

２頁から１３頁は、詳細を記載しておりますので、後ほどご確認願います。

次に、審査意見について申し上げます。１４頁をお開きください。

（６）意見。

歳入決算額は５１億９,２８２万５,１５５円で、予算額５１億７,７３５万４,０００円に対し、

１,５４７万１,１５５円の増収となり、予算に対する収入率は１００.３％で、前年度に比べ０.４

ポイント下回っている。

調定額５２億４,６２５万９,７８２円に対する収入率は、９９.０％となっている。

歳出決算額は５０億７,２０２万３,７７７円で、予算額５１億７,７３５万４,０００円に対し執

行率９８.０％で、不用額は１億５３３万２２３円となっている。歳入から歳出を差し引いた１億

２,０８０万１,３７８円が実質収支額となっている。

歳入構成比率の主なものは、地方交付税が４４.４％（２３億６８２万４,０００円）、町税が１
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２.０％（６億２,１９５万５,０９５円）、繰入金１１.６％（６億３８６万８,８１３円）で、全体

の６８.０％を占めている。

財源の構成比率は、自主財源が３２.６％（前年度比０.９ポイント増）、依存財源が６７.４％と

なっており、前年度と比べ、自主財源の割合がわずかながら増加したが、依然として依存財源に頼

らざるを得ない財政構造が続いている。

収入未済額は４,８６３万７,１０３円で、町税４,４３０万９,６７３円、分担金及び負担金２０

８万５,６８４円、使用料及び手数料２２４万１,７４６円であった。

町財政の根幹をなす町税等の徴収にあたっては、安定した財源の確保および公平・公正な負担の

観点からも、収入未済の実態を把握し、適切な債権管理を行い、引き続き新たな収入未済の発生防

止を図り、未済額の解消に総力をあげて取り組まれることを望む。

町税の不納欠損は合計４４１万７,３７４円で、その理由別の内訳は、処分停止期間中に消滅時

効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）が４０６万９,９７４円（１４４人）、直ちに納税義

務を消滅させたもの（地方税法第１５条の７第５項）が３４万７,４００円（５人）となっており、

昨年に比べ２６９万２,３２１円減少している。

不納欠損処分については、法令等の制約があり個々の実態については把握できなかったが、税負

担の公平性の観点から、単に事務的に処理することなく、今後も厳正を期するよう努められたい。

歳出を性質別分類でみると、人件費、扶助費、公債費（手数料を含む）を合わせた義務的経費は、

１６億８,４４４万３,３８８円で、前年度と比較して７１７万５,２５１円（０.４％）の減となっ

ている。内訳別にみると、人件費は８億７,８５７万８,１４８円で、前年度と比較して７５１万５,

３９３円の増、扶助費は２億５,３０９万３,２９６円で、前年度と比較して５９０万５,３６２円

の減、公債費は５億５,２７７万１,９４４円で、前年度と比較して８７８万５,２８２円の減とな

っている。

歳出に占める義務的経費の割合は３３.２％で、前年と比較すると０.８ポイント上回っており、

依然として義務的経費のウェイトが高く、それだけ財政に余裕がないこととなり、この比率の動向

には特に注意する必要がある。投資的経費は１６億５,９８６万２,９７５円で、前年度と比較して

６５９万９,２１６円（０.４％）の増となっている。

その他経費は１７億２,７７１万７,４１４円で、前年度と比較して１億７,０６７万１,７９９円

（９.０％）の減となっている。

本町の財政については、今後も厳しい財政状況が続くものと想定されるため、費用対効果を十分

検証のうえ、さらなる行財政の簡素化・効率化を進め、公正で合理的かつ能率的な行財政運営を図

り、住民サービスの質的向上に努力されたい。

続きまして、特別会計についてご報告いたします。１６頁をお開きください。

特別会計全般の歳入総額は２２億５,４８８万７,４８１円、歳出総額は２２億６,６８７万５,２

９８円で、歳入歳出差引マイナス１,１９８万７,８１７円となっている。各表には前年度の比較を

記載しております。

１７頁をお開きください。

（１）後期高齢者医療特別会計。

歳入決算額９,９９７万８,３０２円は、予算額１億２２４万２,０００円に対し２２６万３,６９

８円の減収となり、予算に対する収入率は９７.８％で、前年度に比べ１.４ポイント下回っている。
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調定額１億２０万３,２０２円に対する収入率は９９.８％で前年度に比べ０.１ポイント上回っ

ている。

歳出予算額１億２２４万２,０００円に対し、決算額９,９０２万８,８３６円、執行率９６.９％

で、不用額は３２１万３,１６４円となっている。

歳入歳出差引額９４万９,４６６円となっており、翌年度へ繰越している。

（２）国民健康保険特別会計。

歳入決算額７億６,２１８万５５８円は、予算額８億８,０６３万１,０００円に対し、１億１,８

４５万４４２円の減収となり、予算に対する収入率は８６.５％で、前年度に比べ０.６ポイント上

回っている。

調定額７億９,９９９万９,４９１円に対する収入率は９５.３％で、前年度に比べ０.１ポイント

下回っている。

歳出予算額８億８,０６３万１,０００円に対し、決算額８億１,６９４万８,５１８円、執行率９

２.８％で、不用額は６,３６８万２,４８２円となっている。

歳入歳出差引額マイナス５,４７６万７,９６０円は、翌年度歳入繰上充用で補填している。

国民健康保険税は、調定額２億７３８万３,３５７円に対し、収入済額は１億６,９７６万１,７

２４円で、調定に対する収入率は８１.９％であり、前年度に比べ１.９ポイント上回っている。

収入未済額３,３１９万７,８１６円は、前年度に比べ６１１万８,０４１円の減少となっている

が、これは４４２万３,８１７円が不納欠損処分されたことが要因である。

不納欠損処分の内訳は、処分停止期間中に消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）

が５５人、４４２万３,８１７円となっており、前年に比べ１人減、１４０万２,７５７円の減とな

っている。

不納欠損処分については法令等の制約があり、個々の実態については把握できなかったが、税負

担の公平性の観点から、単に事務的に処理することなく、今後も厳正を期するよう努められたい。

本年度は収納率が向上したものの、被保険者の負担の公平を期すためにも、滞納者対策を強化し、

さらなる収納率の向上と国民健康保険財政の健全化に一層の努力を望みます。

１８頁をお開きください。

（３）介護保険特別会計。

歳入決算額８億２,９９１万７,２３４円は、予算額８億２,５５５万３,０００円に対し４３６万

４,２３４円の増収となり、予算に対する収入率は１００.５％で、前年度に比べ０.２ポイント下

回っている。調定額８億３,２５６万２,６３４円に対する収入率は９９.７％で、前年度と同率と

なっている。

歳出予算額８億２,５５５万３,０００円に対し、決算額７億９,５０８万９,０７８円、執行率

９６.３％で、不用額は３,０４６万３,９２２円となっている。

歳入歳出差引額は３,４８２万８,１５６円となっており、翌年度へ繰越している。

介護給付費準備基金の、平成３０年度末現在高は４,８６２万３３９円となっております。

（４）公共下水道事業特別会計。

歳入決算額５億６,２８１万１,３８７円は、予算額５億５,８８２万１,０００円に対し３９９万

３８７円の増収となり、予算に対する収入率は１００.７％で、前年度に比べ０.６ポイント下回っ

ている。
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調定額５億６,７６２万８,８４０円に対する収入率は９９.２％で、前年度に比べ０.９ポイント

上回っている。

歳出予算額５億５,８８２万１,０００円に対し、決算額５億５,５８０万８,８６６円、執行率９

９.５％で、不用額は３０１万２,１３４円となっている。

歳入歳出差引額は７００万２,５２１円となっており、翌年度へ繰越している。

次に、１９頁をお開きください。

４、基金の運用状況。

各基金の本年度中増減額は、財政調整基金マイナス１億９,１８０万５,９０４円、減債基金マイ

ナス１,４９９万８,９５３円、地域振興基金これがプラス１,４７７円、生活交通確保対策基金マ

イナス７６０万４,３９６円、まちづくり基金マイナス４,３０４万６,６６５円、地域福祉基金マ

イナス１９９万９,６００円、中山間ふるさと・水と土保全基金プラス５２５円、学校教育施設整

備基金プラス１６円、土地開発基金プラス１,７８１円、備荒資金プラス１１３万３,１１７円であ

り、全基金の年度末現在高は１７億９,３７９万４,９４２円となっている。

なお、各基金の平成３０年度末現在高につきましては、表に記載のとおりとなっております。

以上で、平成３０年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見の報告を終わります。

続きまして、平成３０年度長万部町企業会計決算審査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。

第１、審査した会計。

１、平成３０年度長万部町ガス事業会計。

２、平成３０年度長万部町水道事業会計。

３、平成３０年度長万部町病院事業会計。

第２、審査に要した期間。令和元年７月１７日から、令和元年７月１８日まで。実２日間。

第３、審査の手続き。

審査に付された平成３０年度各企業会計決算報告書ならびに損益計算書、剰余金計算書または欠

損金計算書、剰余金処分計算書または欠損金処理計算書および貸借対照表などが、各事業の財政状

況および経営成績を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳票、証拠書類等との照合

および確認を行うとともに、関係職員から説明を聴取し、予算の執行状況の適否について、審査を

実施した。

第４、審査の結果。

各会計ごとに決算諸表、経営状況などについて、決算の概要とともに次のとおり意見を述べる。

１、ガス事業会計。２頁から３頁は、詳細を記載しておりますので、後ほどご確認を願います。

４頁をお開きください。

（４）意見。

審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。事業経費の節減に努めながら経営の

健全化に努力していることがうかがえるが、原料費の高騰により１０２万５,９８５円の当年度純

損失となり、この額に前年度繰越欠損金３億８,９７９万４,０３５円を加えると、当年度未処理欠

損金は３億９,０８２万２０円となる。今後も、ガス需要家の減少等厳しい環境での事業運営が予

想されるため、ガス事業の今後の運営については、引き続き経営の健全な運営を図り、保安体制を

強化して安定供給に努力されたい。
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続きまして２、水道事業会計。

５頁から６頁は、詳細を記載しておりますので、後ほどご確認をお願いします。

７頁をお開きください。

（４）意見。

審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。

本年は、給水件数が前年度と比較して１９件減少し、給水量も前年度より減となったが１,７０

６万６,５１０円の当年度純利益が計上されている。

今年度は、当年度未処分利益剰余金が２,８８６万６,５１０円計上されたが、今後も人口減少や、

給水戸数の減少により、給水収益の伸びは期待できず、厳しい事業運営が続くものと予想されるこ

とから、なお一層企業努力を重ね、経営の健全化と良質水道の安定供給に努力されたい。

続きまして３、病院事業会計。

８頁から９頁は、詳細を記載しておりますので後ほどご確認願います。１０頁をお開きください。

（４）意見。

審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。当病院は、公立病院としての高度医

療や救急医療、地域に根ざした診療に住民の寄せる期待は極めて大きい。平成３０年度決算におい

ては、前年度に比べ入院患者数は増となったが、外来患者数は減となり、一般会計からの繰入金３

億８８７万７,４７４円を得ても、３,２６７万１,５７７円の当年度純損失が計上され、累積欠損

金は４億１,５４４万９,０８４円と多額となっている。病院経営は、ますます厳しい状況が続くが、

より一層健全経営の確立に努め、地域医療の充実に努力されることを望む。

以上で、平成３０年度長万部町企業会計決算審査意見についての報告を終わります。

〔代表監査委員（大澤栄一）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で監査委員からの報告を終わります。

お諮りいたします。認定第１号から認定第８号までについては、議長および議会選出の監査委員

を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第９８条第１

項の権限を委任のうえ付託して審査することにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって認定第１号から認定第８号までについては、議長および議会選出

の監査委員を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第

９８条第１項の権限を委任のうえ付託して審査することに決定いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１４時１１分 休憩

１４時１９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま、委員長、副委員長が選任されましたのでご報告いたします。

委員長には辻紀樹委員、副委員長には北川委員、以上のとおり選任されました。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時１９分 休憩

１４時２１分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。
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◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長（豊嶋慎一） 諸般の報告をいたします。

ただいまから議題となります同意第１号長万部町教育委員会委員の任命についての議案が町長よ

り提出されましたので、お手元に配付いたしました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第１号 長万部町教育委員会委員の任命について

○議長（辻義雄） 日程第３４、同意第１号長万部町教育委員会委員の任命についての件を議題と

いたします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第１号長万部町教育委員会委員の任命につき

まして、提案理由をご説明いたします。

教育委員大山喜美子氏は、令和元年９月３０日付をもって、任期満了となりますので、再度任命

いたしたく、地方教育行政の組織および運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意

を求めるものであります。

任命の同意を求める委員は、住所山越郡長万部町字長万部３１番地、氏名は大山喜美子氏で、昭

和２６年３月５日生まれでございます。よろしくご同意くださりますようお願いをいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件はこれに同意することに決定いたしました。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議案等の調査のため９月１３日から１７日までの５日間を休会したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。
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よって９月１３日から１７日までの５日間は休会とすることに決定いたしました。

なお、本会議は９月１８日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。ご苦労様でした。

１４時２３分 散会


